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I. はじめに 

１ 計画策定の目的 

本市の公共交通体系の 適化に向けた具体的施策や再編計画を見据え、市民にとって利用しや

すく、将来にわたり持続可能な公共交通体系を構築するため、公共交通政策のマスタープランとし

て、「日置市地域公共交通網形成計画」を策定します。 
 
 
２ 計画の位置づけ 

本計画は「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく法定計画であり、市の基本

的な施策の方向性を示す「第２次日置市総合計画」（平成 28 年 3 月策定 計画期間は平成 37 年度

まで）を上位計画とし、市の各種関連計画を踏まえて策定します。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 計画の区域 

本市全域とします。 
 
 
４ 計画の期間 

本計画の計画期間は、平成 29 年度から平成 33 年度までの 5 年間とします。 

なお、期間内においても、計画の目標や地域の実情等を踏まえ、必要に応じて本計画の見直し

を行います。 
  

⽇置市地域公共交通網形成計画 

上位計画 

関連計画 

第２次⽇置市総合計画 
住んでよし 訪ねてよし ふれあいあふれるまち ひおき 

○⽇置市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 

〇第２期⽇置市地域福祉計画 
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II. 市の

１ 位置

 本市

誕生

 鹿児

摩川

 地勢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

の概況 

置・地勢 

市は、平成 1
生しています

児島県の西部

川内市、南は

勢は東側が山

いちき串木野市

南さつ

日置市 

7 年 5 月 1 日

す。 

部に位置し、

は南さつま市

山地、西側が

 

鹿

鹿児島

市 

薩摩川内市 

つま市

日に旧東市来

面積は 253.
市に隣接し、

が海岸平野で

鹿児島県 

島市 

来町、旧伊集

.01 ㎢で、西

西は東シナ

で形成されて

図 II-１ 位置

 
 

 
図 II-２ 地勢

集院町、旧日

西は県都鹿児

ナ海に面して

います。 

東

日

吉町、旧吹

児島市、北は

います。 

資料：国土地

東市来

伊集院

吉

吹上

吹上町の合併

いちき串木野

 
地理院ウェブサイト

によって

野市と薩

ト電子国土 Web
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２ 人口 

（１） 人口動向 

 本市の総人口は、昭和 20（1945）年の 84,163 人をピークに減少傾向にあり、平成 27（2015）
年の総人口は 49,249 人、年少人口は 6,341 人、生産年齢人口は 26,909 人、老年人口は 15,569
人となっており、今後も、人口減少・少子高齢化の進行が予測されています。 

 

 
資料：昭和 20（1945）年から平成 27（2015）年までの数値は総務省「国勢調査」、平成 32（2020）年から平成 72（2060）

年までの数値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25 年 3 月 27 日公表）」より

（平成32（2020）年以降の将来推計人口は平成22（2010）年の総務省「国勢調査」の人口を元に推計されている）。 
 

図 II-３ 年齢 3 区分別人口の推移と将来推計 

 
 

 本市の全世帯・高齢単身世帯数の昭和 55 年から平成 22 年の推移をみると、全世帯数は昭和

55 年の 17,485 世帯から平成 17 年の 20,068 世帯まで一貫して増加傾向にありましたが、平成

22 年は若干減少し 19,916 世帯となっています。 

 高齢単身世帯は昭和 55 年の 1,896 世帯から平成 22 年には約 1.7 倍の 3,203 世帯となり、その

割合は増加傾向にあります。 
 

 
資料：総務省「国勢調査」 

図 II-４ 全世帯・高齢単身世帯数の推移 
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 平成 19 年 3 月から平成 28 年 3 月までの地域別人口推移をみると、東市来地域、日吉地域、

吹上地域は一貫して減少傾向にあり、平成 28 年 3 月は、それぞれ 11,865 人、5,095 人、8,085
人となっています。一方、伊集院地域の人口は増加しており、24,970 人となっています。 

 老年人口比率は全ての地域で増加傾向にあり、特に日吉地域と吹上地域、東市来地域は平成

19 年 3 月時点で既に 30％を超えていましたが、平成 28 年 3 月には、それぞれ 39.0％、39.2％、

36.9％と高齢化が一層進行しています。 
 
   〔東市来地域〕                    〔伊集院地域〕 

 
 
   〔日吉地域〕                     〔吹上地域〕 

  
資料：日置市 

 
図 II-５ 地域別人口・老年人口比率の推移 
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３ 移動

 商業
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業施設（食品

吉支所、吹上

地となる主要

品スーパー、ホ

上支所周辺に

日

要施設の立

ホームセンタ

に集積してい

図 II-８

湯之元駅

日吉支所 

吹上支所

 

 

 

立地状況

ター等）、金融

います。 
 
 

 

８ 主要施設の分

伊 
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凡例 
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南さつま市

図 II-９ 通勤

図 II-１０ 通学
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 本市に所在する県立伊集院高等学校、県立吹上高等学校、鹿児島城西高等学校、鹿児島育英

館高等学校の通学については以下のとおりとなっています。 
 

 県立伊集院高等学校 

県立伊集院高等学校は、全校生徒 688 人のうち本市に 302 人（全校生徒の 43.9％）、鹿児島

市に 278 人（40.4％）、いちき串木野市に 103 人（15.0％）、薩摩川内市に 4 人（0.6％）、姶良

市に 1 人（0.1％）が居住しています。 

公共交通を利用して通学する生徒は 427 人（全校生徒の 62.1％）で、本市居住者が 71 人（本

市居住生徒の 23.5％）、鹿児島市が 264 人（95.0％）、いちき串木野市が 87 人（84.5％）、薩摩

川内市が 4 人（100.0％）、姶良市が 1 人（100.0％）となっており、市外からの通学について

は公共交通の利用が 8 割を超えています。 
学年別・居住市町村別 生徒数（単位：人） 

 
学年別・居住市町村別 公共交通を利用して通学する生徒数（単位：人） 

 
図 II-１１ 伊集院高校に在籍する生徒の通学状況  

寄バス停の接続状況をみると、朝・夕の通学時とも、「伊集院高校」バス停に鹿児島方面・

伊集院方面・川内方面とつなぐ便があり、また、伊集院駅から約 800m（徒歩 11 分）の距離で

あるため、鹿児島・川内方面はバスに加え、鉄道も利用できる環境にあります。 

  
図 II-１２ 伊集院高校の朝礼、終礼等の時刻と 寄バス停の到着・出発時刻  

日置市 鹿児島市
いちき
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全生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市
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計 71 264 87 4 1 427
（利用率） 23.5% 95.0% 84.5% 100.0% 100.0% 62.1%

公共交通を利用して通学する生徒数（H28.12現在）
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11:29 11:50 11:00

終礼
（試験期間中）

11:50

11:59
12:29 12:20 12:24 12:18
12:59 12:50
13:59 13:20 13:24 13:37 13:08
14:59 14:50 14:54 14:53
15:59 15:50 15:35

16:24 16:23 16:18
終礼 16:35

16:49 16:50 16:57
17:59 17:13 17:24

17:50 17:43
部活終了（早） 18:00

18:20 18:24
部活終了（遅） 18:30

18:59 18:54
19:24 19:50 18:47 19:03
19:54

20:04 20:54 20:03

鹿児島方面

から登校

川内・串木野

方面から登校

伊集院方面

から登校

枕崎・加世田

方面から登校

湯之元・串木野

方面へ下校

鹿児島方面

へ下校

伊集院方面

へ下校

枕崎・加世田

方面へ下校

日置市内 

302 人 
※うち公共交通利用 

71 人（23.5％） 

278 人 
※うち公共交通利用 

264 人（95.0％） 

伊集院高校 

1 人 
※うち公共交通利用 

1 人（100.0％） 

4 人 
※うち公共交通利用 

4 人（100.0％） 

103 人 
※うち公共交通利用 

87 人（84.5％） 
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 県立吹上高等学校 

県立吹上高等学校は、全校生徒 347 人のうち本市に 208 人（全校生徒の 59.9％）、鹿児島市

に 79 人（22.8％）、南さつま市に 55 人（15.9％）、南九州市に 4 人（1.2％）、いちき串木野

市に 1 人（0.3％）が居住しています。 

公共交通を利用して通学する生徒は 75 人（全校生徒 347 人の 21.6％）で、本市居住者が 45
人（本市居住生徒の 21.6％）、鹿児島市が 19 人（24.1％）、南さつま市が 11 人（20.0％）と

なっています。1 年生は 51.3％が公共交通を利用しているものの、2、3 年生は 1 割未満となっ

ています。これは、原付免許試験を受験できる 16 歳になると免許を取得し、原付で通学して

いる生徒が多くなるためだと考えられます。 
学年別・居住市町村別 生徒数（単位：人） 

 
学年別・居住市町村別 公共交通を利用して通学する生徒数（単位：人） 

 
図 II-１３ 吹上高校に在籍する生徒の通学状況  

寄バス停の接続状況をみると、朝・夕の通学時とも、吹上高校前の「さつま湖」バス停に

鹿児島方面とつなぐ便が停車せず、徒歩 10 分ほど離れている「伊作」バス停を利用する必要

があります。加世田、伊集院方面は朝・夕とも「さつま湖」バス停とつなぐ便が運行されてい

ます。 
 

 
図 II-１４ 吹上高校の朝礼、終礼等の時刻と 寄バス停の到着・出発時刻  

市町村名 日置市 鹿児島市 南さつま市 南九州市
いちき

串木野市
計

1年 73 23 19 0 0 115
2年 61 32 21 3 0 117
3年 74 24 15 1 1 115
計 208 79 55 4 1 347

全生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市 南さつま市 南九州市
いちき

串木野市
計

1年 38 13 8 0 0 59
（利用率） 52.1% 56.5% 42.1% 0.0% 0.0% 51.3%

2年 2 5 0 0 0 7
（利用率） 3.3% 15.6% 0.0% 0.0% 0.0% 6.0%

3年 5 1 3 0 0 9
（利用率） 6.8% 4.2% 20.0% 0.0% 0.0% 7.8%

計 45 19 11 0 0 75
（利用率） 21.6% 24.1% 20.0% 0.0% 0.0% 21.6%

公共交通を利用して通学する生徒数（H28.12現在）

バス停「さつま湖」 バス停「伊作」
系統分類 さつま湖⇒鹿児島 日置⇒南薩 日置⇒南薩 南薩⇒日置 南薩⇒日置⇒鹿児島 南薩⇒日置 南薩⇒日置⇒鹿児島 日置市内間 日置⇒南薩 日置⇒南薩 鹿児島⇒日置⇒南薩

始点 さつま湖 伊集院高校 伊集院高校
枕崎（加世田・
伊作）

野間池（加世
田）

枕崎（加世田・
伊作）

さつま湖 伊作 伊集院高校 伊集院高校 金生町

行先 金生町 枕崎 加世田 伊集院高校 金生町 伊集院高校 金生町 伊集院 枕崎 加世田
野間池（加世
田）

6:21 6:16 6:43 6:13 6:45 6:24
6:28 6:25

7:54 7:34 7:13
7:43 7:31 7:57 7:52

8:24 8:27
朝礼 8:35

8:38 8:40
授業開始 9:00

9:33 10:16 9:30 9:02
10:04 10:19 10:33 10:07 10:02

11:34 11:37 11:33 11:34 11:37 11:02
12:02

終礼
（試験期間中）

12:30

12:56 13:33 12:53 13:52
13:49 14:54 14:33 14:51 14:02

15:51 15:34 15:42 15:33 15:39 15:54 15:10 15:37 15:02
終礼 16:00

16:59 16:16 16:33 16:13 16:02
17:33 17:02 17:02

17:52
18:24 18:06 18:38 18:03 18:27 18:42

部活終了 19:00
19:44 19:09 19:06 19:47 19:42
20:44 20:47

伊集院方面

から登校

枕崎・加世田

方面から登校
枕崎・加世田

方面から登校

伊集院方面

から登校

鹿児島方面

から登校

鹿児島方面へ

下校

伊集院方面

へ下校
枕崎・加世田

方面へ下校

伊集院方面

へ下校

枕崎・加世田

方面へ下校

日置市内 

208 人 
※うち公共交通利用 

45 人（21.7％） 

79 人 
※うち公共交通利用 

19 人（24.1％） 

1 人 
※うち公共交通利用 

0 人 

55 人 
※うち公共交通利用 

11 人（20.0％） 

4 人 
※うち公共交通利用 

0 人 

吹上高校 
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 鹿児島城西高等学校 

鹿児島城西高等学校は、全校生徒 1,197 人のうち本市に 299 人（全校生徒の 25.0％）、鹿児

島市に 468 人（39.1％）、薩摩川内市に 91 人（7.6％）、姶良市に 65 人（5.4％）等が居住して

います。 

スクールバスを利用して通学する生徒は 806 人（全校生徒の 67.3％）で、「スクールバス運

行路線図」のとおり、県内 18 ルートで運行されています。 

公共交通を利用して通学する生徒は 104 人（全校生徒の 8.7％）で、本市居住者が 9 人（本

市居住生徒の 3.0％）、鹿児島市が 39 人（8.3％）、薩摩川内市が 16 人（17.6％）、姶良市が

11 人（16.9％）、霧島市が 8 人（13.8％）、いちき串木野市が 17 人（32.7％）、南さつま市が

1 人（3.0％）、枕崎市が 3 人（21.4％）となっています。 
 

学年別・居住市町村別 生徒数（単位：人） 

 
 
学年別・居住市町村別 スクールバスを利用して通学する生徒数（単位：人） 

 
 
学年別・居住市町村別 公共交通を利用して通学する生徒数（単位：人） 

 
 

図 II-１５ 鹿児島城西高校に在籍する生徒の通学状況 

 
  

市町村名 日置市 鹿児島市 薩摩川内市 姶良市 霧島市
いちき

串木野市
南さつま市 指宿市

1年 118 140 44 28 21 25 14 9
2年 106 162 22 15 11 14 13 10
3年 75 166 25 22 26 13 6 10
計 299 468 91 65 58 52 33 29

市町村名 南九州市 枕崎市 鹿屋市 さつま町 出水市 その他 県外 計
1年 6 4 5 5 4 6 2 431
2年 9 6 3 5 3 8 2 389
3年 6 7 6 4 1 7 3 377
計 21 17 14 14 8 21 7 1,197

全生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市 薩摩川内市 姶良市 霧島市
いちき

串木野市
南さつま市 指宿市

1年 16 130 36 22 18 21 14 9
（利用率） 13.6% 92.9% 81.8% 78.6% 85.7% 84.0% 100.0% 100.0%

2年 17 146 18 13 11 6 12 9
（利用率） 16.0% 90.1% 81.8% 86.7% 100.0% 42.9% 92.3% 90.0%

3年 11 147 20 18 19 7 6 8
（利用率） 14.7% 88.6% 80.0% 81.8% 73.1% 53.8% 100.0% 80.0%

計 44 423 74 53 48 34 32 26
（利用率） 14.7% 90.4% 81.3% 81.5% 82.8% 65.4% 97.0% 89.7%

南九州市 枕崎市 鹿屋市 さつま町 出水市 その他 計
1年 6 4 4 5 3 4 292

（利用率） 100.0% 100.0% 80.0% 100.0% 75.0% 50.0% 67.7%
2年 9 5 1 4 3 1 255

（利用率） 100.0% 83.3% 33.3% 80.0% 100.0% 10.0% 65.6%
3年 6 6 4 4 1 2 259

（利用率） 100.0% 85.7% 66.7% 100.0% 100.0% 20.0% 68.7%
計 21 15 9 13 7 7 806

（利用率） 100.0% 88.2% 64.3% 92.9% 87.5% 25.0% 67.3%

スクールバスを利用して通学する生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市 薩摩川内市 姶良市 霧島市
いちき

串木野市
南さつま市 枕崎市 計

1年 2 13 7 6 3 4 0 0 35
（利用率） 1.7% 9.3% 15.9% 21.4% 14.3% 16.0% 0.0% 0.0% 8.1%

2年 3 14 4 1 0 7 1 2 32
（利用率） 2.8% 8.6% 18.2% 6.7% 0.0% 50.0% 7.7% 33.3% 8.2%

3年 4 12 5 4 5 6 0 1 37
（利用率） 5.3% 7.2% 20.0% 18.2% 19.2% 46.2% 0.0% 14.3% 9.8%

計 9 39 16 11 8 17 1 3 104
（利用率） 3.0% 8.3% 17.6% 16.9% 13.8% 32.7% 3.0% 21.4% 8.7%

公共交通を利用して通学する生徒数（H28.12現在）

スクールバス運行路線図 

資料：鹿児島城西高等学校 Web サイト

日置市内 299 人 
※うち公共交通利用 

9 人（3.0％） 

   468 人 
※うち公共交通利用 

39 人（8.3％） 

91 人 
※うち公共交通利用 

16 人（17.6％） 

33 人 
※うち公共交通利用 

1 人（3.0％） 

17 人 
※うち公共交通利用 

3 人（21.4%） 

鹿児島城西高校 

65 人 
※うち公共交通利用 

11 人（16.9％） 
58 人 

※うち公共交通利用

8 人（13.8％） 

52 人 
※うち公共交通利用 

17 人（32.7％） 
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寄バス停の接続状況をみると、朝・夕の通学時とも「大迫」バス停に鹿児島・伊集院方面

とつなぐ便がありますが、加世田・枕崎方面へとつなぐ便がない状態です。 
 

 
 

図 II-１６ 鹿児島城西高校の朝礼、終礼等の時刻と 寄バス停の到着・出発時刻 

 
  

バス停「城西高校前」 バス停「大迫」
系統分類 北薩⇒日置 日置⇒北薩 日置⇒鹿児島 日置⇒鹿児島 鹿児島⇒日置

始点 羽島車庫 城西高校前 伊集院 伊集院 鹿児島駅

行先 城西高校前 羽島車庫 鹿児島駅 金生町 伊集院
7:16 6:36 7:48
8:01

朝礼 8:20 8:20
8:26 8:38

授業開始 8:55
9:36 9:06 9:38

10:36 10:38
11:36 11:38

終礼
（試験期間中）

11:55

12:38
13:06 13:38

14:06 14:38
15:06 15:38

終礼 15:55
16:10 16:06

16:36
17:56 17:08

18:08
19:18
20:18
21:18

伊集院方面

から登校 鹿児島方面

から登校
串木野方面

から登校

伊集院・鹿児島

方面へ下校

串木野方面

へ下校
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 鹿児島育英館高等学校 

鹿児島育英館高等学校は、全校生徒 64 人のうち本市に 41 人（全校生徒の 64.1％）、鹿児島

市に 20 人（31.3％）、姶良市、薩摩川内市、阿久根市にそれぞれ 1 人（1.6％）が居住してい

ます。 

スクールバスを利用して通学する生徒は 16 人（全校生徒の 25.0％）で、本市と鹿児島市を

エリアとする 2 ルートが運行されています。公共交通を利用して通学する生徒は 10 人（全校

生徒の 15.6％）で、本市居住者が 5 人（本市居住生徒の 12.2％）、鹿児島市が 4 人（20.0％）、

阿久根市が 1 人（100.0％）となっています。 
 
学年別・居住市町村別 生徒数（単位：人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  学年別・居住市町村別 スクールバスを利用して通学する生徒数（単位：人）  学年別・居住市町村別 公共交通を利用して通学する生徒数（単位：人） 

   
図 II-１７ 鹿児島育英館高校に在籍する生徒の通学状況  

寄バス停の接続状況をみると、朝・夕の通学時とも「朝日ケ丘団地入口」バス停に鹿児島・

伊集院、串木野方面とつなぐ便があります。 
 

 
図 II-１８ 鹿児島育英館高校の朝礼、終礼等の時刻と 寄バス停の到着・出発時刻  

日置市 鹿児島市 姶良市 薩摩川内市 阿久根市 計
1年 3 4 0 0 0 7
2年 17 9 1 0 1 28
3年 21 7 0 1 0 29
計 41 20 1 1 1 64

全生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市 姶良市 薩摩川内市 阿久根市 計
1年 0 4 0 0 0 4

（利用率） 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 57.1%
2年 0 6 0 0 1 7

（利用率） 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 100.0% 25.0%
3年 0 5 0 0 0 5

（利用率） 0.0% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 17.2%
計 0 15 0 0 1 16

（利用率） 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 100.0% 25.0%

スクールバスを利用して通学する生徒数（H28.12現在）

日置市 鹿児島市 姶良市 薩摩川内市 阿久根市 計
1年 0 0 0 0 0 0

（利用率） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
2年 5 3 0 0 1 9

（利用率） 29.4% 33.3% 0.0% 0.0% 100.0% 32.1%
3年 0 1 0 0 0 1

（利用率） 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4%
計 5 4 0 0 1 10

（利用率） 12.2% 20.0% 0.0% 0.0% 100.0% 15.6%

公共交通を利用して通学する生徒数（H28.12現在）

バス停「朝日ケ丘団地入口」
系統分類 北薩⇒日置⇒鹿児島 日置市内間 鹿児島⇒日置⇒北薩 日置市内間 日置市内間

始点 串木野 くろがね通 鹿児島駅 伊集院駅 伊集院駅

行先 鹿児島駅 伊集院駅 串木野
（左）妙円寺団地
方面（立野団地・
県住）

（左）妙円寺団地
方面（立野団地・
県住）

6:18
6:43
7:08
7:28

7:18 7:52 7:28
朝礼 8:10

8:31
授業開始 8:45

8:48 8:51
9:48 9:13

10:48 10:13 10:01
10:31

11:48 11:31
12:18 12:01 12:22
12:48 12:31

終礼
（試験期間中）

12:50

13:18 13:01 13:22
14:48 14:01 14:52
15:48 15:01

16:01 16:22
終礼 16:40

16:48 16:51
17:11 17:22
17:48

部活終了（早） 18:00
18:18 18:01 18:22

部活終了（遅） 18:30
18:52

19:01 19:22
19:52

20:06 20:52

串木野方面

から登校

伊集院方面

から登校 鹿児島方面

から登校

鹿児島方面へ

下校

串木野方面へ

下校 伊集院方面へ

下校

日置市内 

41 人 
※うち公共交通利用 

5 人（12.2％） 

20 人 
※うち公共交通利用 

4 人（20.0％） 

育英館高校 

1 人 
※うち公共交通利用

1 人（100.0％） 



 

 

５ 観光

 歴史
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 観光
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 本市・本市観光協会において、観光ガイド付きで市内の観光スポットを回る観光タクシー事

業（「ゆるり ぶらり ひおき旅」）が取り組まれています。 
 

 
 

図 II-２１ 日置市・日置市観光協会 観光タクシー「ゆるり ぶらり ひおき旅」パンフレット 

 
 
 
  



 

 

６ 買物

 市民

ある

の流

 市境

の流

 

 

物流動 

民アンケート

る地区への移

流入が多くな

境の地区につ

流出も見られ

ト調査結果に

移動を表す買

なっています

ついては、市

れます。 

 

において、居

買物流動をみ

す。 

市内移動だけ

図

居住する地区

みると、伊集

けではなく、

 

図 II-２２ 買物流

区から日常生

集院や伊作、

鹿児島市や

動 

活において利

湯田、日置地

南さつま市

利用する商業

地区に周辺地

、いちき串木

 
資料：市民

15

業施設が

地区から

木野市へ

民アンケート調査

5 
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７ 通院

 市民

ある

いま

 市内

 買物

 

 

院流動 

民アンケート

る地区への移

ます。 

内移動だけで

物流動に比べ

ト調査結果に

移動を表す通

ではなく、鹿

べ、居住地区

 

において、居

通院流動をみ

鹿児島市への

区から遠方へ

図

居住する地区

みると、伊集

の流出も多く

への通院が多

図 II-２３ 通院流

区から日常生

集院、湯田、

なっています

多く見られます

動 

活において通

伊作地区へ

す。 

す。 

通院する医療

の流入が多

 
資料：市民

療機関が

くなって

民アンケート調査
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III. 上位・関連計画の整理 

１ 上位・関連計画 

（１） 第２次日置市総合計画 

 「第２次日置市総合計画」は平成 28 年度を初年度として策定され、基本理念、将来都市像、

公共交通施策の位置づけが示されています。 

 
●基本理念（日置市市民憲章） 
 
 
 
 
 
 
●将来像 
「住んでよし 訪ねてよし ふれあいあふれるまち ひおき」 

 
●公共交通に関する基本目標 
 ▼社会基盤：安全で快適な暮らしや交流の基盤づくり 

  ・安全性と利便性向上につながる道路・交通網の充実 

 
●分野別計画における公共交通施策の位置づけ 

 ▼現状及び課題 

  市内の地域をつなぐ道路整備や公共交通網の整備を推進することで地域間の心理的距離感を払

拭し、地域内の交流促進、さらなる一体感を醸成するとともに、個々の地域資源をつなぐことによ

る観光振興が期待されます。 
 ▼施策の方向性 

 ・交流促進につながる道路と公共交通の整備推進 
  住民ニーズと魅力ある観光ルートづくりの観点から、市内４地域の交流促進を図るための道路整

備と公共交通の整備に取り組みます。 
  あわせて、観光案内等の道路標識を充実させることで、観光面での魅力向上に努めます。 

 
【目標値】 

成果指標 現状値（平成 26 年度） 目標値（平成 37 年度） 

コミュニティバスの利用者数 36,618 60,000

乗合タクシーの利用者数 9,854 15,000
 

  

・子どもたちに希望、お年よりに幸せのあるまちをつくります 

・働くことに夢があり、豊かなまちをつくります 

・伝統文化を生かした教育のまちをつくります 

・豊かな自然環境を大切にし、市民すべてが健康なまちをつくります 

・きまりを守り、力を合わせて安心・安全なまちをつくります 
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（２） 日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 「日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略」は平成 27 年度を初年度として策定され、基本目

標、公共交通の位置づけ、施策内容及び目標が示されています。 
 
●基本目標 
基本目標①「働いてよし ひおき」 

 基本目標②「住んでよし ひおき」 
 基本目標③「訪ねてよし ひおき」 
 基本目標④「ふれあいあふれるまち ひおき」 
 
●公共交通に関する施策の位置づけと施策の内容 

▼公共交通に関する施策の位置づけ 

 基本目標③「訪ねてよし ひおき」 

 「１ ひおきの魅力を PR し、交流人口を増やすための取組 新観光戦略推進事業」  

  本市は、日本三大砂丘吹上浜など豊かな自然、温泉、薩摩焼、スポーツ複合施設などの観光資源

に恵まれており、季節ごとに楽しむことができる魅力が豊富にあります。また、公共交通機関にも

恵まれており、県外からもスムーズにアクセスできる立地条件にあります。 

  これらの優位性を生かし、本市の観光を活性化させる実践的な取組を新観光戦略事業として位置

付け、本市の隠れた名所、歴史や風土がはぐくんだ伝統行事、グリーンツーリズムなどの体験型観

光施策を実施するとともに、宿泊業者との連携によるスポーツ合宿誘致の推進や外国人旅行者の受

入環境整備の一環として観光の ICT 化の検討など、「訪れたくなるまち」としての認知度と好感度

を高め交流人口の増加を図ります。 

具体的施策 施策の内容 

体験型バスツアー 
・本市の隠れた観光名所や古民家、季節ごとに楽しむことができ

る魅力等、多くの人に本市の良さを認知してもらい、交流人口

の増加と口コミによる拡散を目指します。 

 基本目標④「ふれあいあふれるまち ひおき」 

 「１ 住み続けたいと思えるまちづくりの取組 （1）高齢者にやさしいまちづくり」  

  少子・高齢化、核家族化の進展により、高齢者の単身世帯や二人暮らしの世帯が増加しています。

このような状況を踏まえ、本市では、日常生活を営むのに支障があり、食事の調理等が困難な方

を対象に栄養のバランスのとれた食事の提供と安否の確認を行う食の自立支援事業を継続すると

ともに、高齢者等が有事の際に通報レベルに応じて救急車等が駆け付けられるように高齢者の見守

り体制の強化を図ります。 

  また、交通弱者対策としてコミュニティバス事業や乗合タクシー事業を継続するとともに、過疎

地域などの買物弱者への支援を検討します。 

具体的施策 施策の内容 

交通弱者支援 
・交通弱者の移動手段を確保するため、交通不便地域での乗合タ

クシーやコミュニティバス事業を継続して実施します。 

買物弱者支援 
・買物弱者の課題を解決するため、買物に困難を抱える地域の実

態と課題を整理し、解決に向けた施策を検討します。 
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（３） 第２期日置市地域福祉計画 

 「第２期日置市地域福祉計画」は平成 25 年度を初年度として策定され、基本理念、基本目標、

公共交通の位置づけ及び施策が示されています。 
 
●基本理念 
 
 
 
 
 
●基本目標 

 基本目標①「自立した生活を送るための利用者本位の福祉制度の充実」 

 基本目標②「地域住民などの参加や支え合いによる地域福祉のまちづくり」 

 基本目標③「安全で、安心して、誰もが快適に暮らせるまちづくり」 

 基本目標④「いきいきとふれあいあふれる健康なまちづくり」 

 基本目標⑤「福祉のこころづくり」 
 
●公共交通に関する施策の位置づけと施策の内容 

▼公共交通に関する施策の位置づけ 

 基本目標③「安全で、安心して、誰もが快適に暮らせるまちづくり」 

（２）移動手段の確保 

○現状 

マイカーの普及や道路の整備により、交通の利便性が向上する一方で、高齢者や障がいのある方

などの移動は制約を受けている状況にあります。 

○課題 

１．バスなどの生活交通路線の維持 
２．移動ボランティアの不足 

○目指す施策・事業の目標 

 施策・事業名 内容 平成 29 年度までの 
方向性・目標 

1 
＜継続＞ 
コミュニティバス 
運行事業 

市内における地域住民の移動手段
を確保するため、コミュニティバス
を運行する。 

市民の利用しやすい、路線の
改善を図る。 

2 
＜継続＞ 
乗合タクシー 
運行事業 

伊集院・吹上地域に乗合タクシーを
導入し、4 地域のコミュニティバス
の運行頻度の格差を解消する。 

運行事業の周知徹底を図る。

3 ＜継続＞ 
福祉有償運送事業 

NPO などによるボランティア輸送
としての有償運送により、移動制約
者の移動手段を確保する。 

今後も安定した事業実施に向
け、更新時の協議会において
課題などを協議する。 

4 ＜継続＞ 
福祉バス運行事業 

各種福祉団体の移動手段を確保し、
社会活動などの促進を図る。 

福祉団体の研修などでの活用
を促す。 

5 ＜継続＞ 
生活交通路線の確保 

市民の生活に不可欠なバス路線を
維持するとともに、持続可能な公共
交通のあり方を検討する。 

運行事業の周知徹底を図る。

  
  

いつでも安全・安心なひおきで、いつまでもいきいき健やかに、共に暮らし共に支え合う、 

福祉のまちづくり 
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IV. 公
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図 IV-１ 現

利用実態

空港バス、南

シーなど多

路線バスの

シー、タクシ

 
現在の公共交通ネ
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共交通圏を鉄

は約 41,000 人
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地域では公共
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（３） 鉄道

① 鉄道

 東市

伊集

 湯之

野 3
宮崎

中央

日祝

便※

都城
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図 IV-３ 鉄道網
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新八代 1
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③ バスとの接続状況 

 バスとの接続状況について、バスから JR、JR からバスへの乗換えともに、昼前後の時間帯において、30 分以上の時間が空く便が多く見られます。 
 

〔JR 伊集院駅（上り）〕（※バスと JR の接続に 30 分以上かかる部分を赤字で表記、表中の※印は日祝便。以下、同様） 

   
※路線バス系統の○内の番号は 31 ページ路線バス一覧の番号と対応している。                                                                    平成 29 年月 1 現在 

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

川内行 6:15 15分 28分 35分 35分

川内行 6:53 3分 7分
31分
6分

（伊集院着） 7:06 4分 10分 14分 14分 4分
川内行 7:20 10分 4分 0分 0分 20分 18分 8分
（伊集院着） 7:31
川内行 7:46 9分 16分 4分 4分 14分 9分
（伊集院着） 7:59 9分
串木野行 8:18 24分 2分 15分 28分 28分 10分 28分 24分
川内行 8:47 3分 13分 14分 1分 6分 22分 8分

川内行 9:13 28分 17分 20分
※3分
33分

17分 17分 25分

川内行 9:48 7分 2分 4分 42分 45分
15分

※55分
※32分

2分
58分 18分 18分 34分 31分 7分

川内行 10:47 57分
14分
23分

3分 14分
44分

※4分
1分 6分 13分 30分

（伊集院着） 11:23 7分 10分 23分

川内行 11:49
48分
39分

5分 16分 27分 14分 3分 56分 22分 49分 31分

（伊集院着） 12:23 10分 23分
川内行 12:47 3分 13分 14分 31分 44分 16分 1分 36分 5分
（伊集院着） 13:10 6分 5分 5分 20分 10分

川内行 13:44
17分
26分

0分 16分 28分 41分 19分 29分 29分 14分 3分 2分

（伊集院着） 14:11

川内行 14:36
35分
26分

24分 33分 27分 10分 24分 24分 26分 14分

川内行 15:07 23分 4分 21分 7分 7分
（伊集院着） 15:19 12分 9分
川内行 15:39 8分 1分 21分 7分 24分 11分 17分 27分
串木野行 16:10 30分 26分 20分 24分 7分 36分 15分 6分 15分 40分 10分
川内行 16:51 ※37分 2分 5分 26分 35分 26分 1分 39分
川内行 17:16 2分 23分 14分 4分
川内行 17:33 8分 13分
（伊集院着） 17:47 3分 3分 16分 3分 3分

川内行 18:06
25分
16分

10分 3分 20分 10分 16分 16分 24分 14分

川内行 18:26 12分 10分 10分 14分
川内行 18:45 5分 3分 5分
（伊集院着） 18:54 9分 16分
川内行 19:14 ※20分 11分 29分 4分 2分 6分
串木野行 19:46 22分 22分 3分 24分 4分 4分
川内行 20:18 ※14分 10分 8分 6分
川内行 20:43 19分 7分
川内行 21:21 ※17分
川内行 21:48 24分
川内行 22:18
川内行 22:47
川内行 23:28
川内行 0:17

バス系統

JR伊集院駅

バス→JR、またはJR→バスの乗換え待ち時間

伊集院コミバス
(市街地循環)

①鹿児島駅前
～犬迫～伊集
院

②鹿児島（金生
町）～犬迫～伊
集院

⑥鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑥上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑳伊集院⇔妙
円寺

⑦鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑦上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑪伊集院高校
～伊集院⇒日
置・伊作～枕
崎・加世田

⑪枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑫伊集院高校
～伊集院⇒日
置・伊作～枕
崎・加世田

⑫枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑬枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑭伊作～坊野・
小野～伊集院

⑰伊集院⇔妙
円寺

⑱伊集院⇔妙
円寺

⑲伊集院⇔妙
円寺
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〔JR 東市来駅（上り）〕 

   
  

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

川内行 6:21 14分
川内行 6:58 3分 20分 23分
川内行 7:25 20分 24分 7分 6分
川内行 7:51 2分 6分 20分 3分
串木野行 8:23 30分 25分 8分
川内行 8:52 4分 24分 4分 21分 16分 ※9分
川内行 9:18 22分 23分 15分 10分 ※17分 13分
川内行 9:53 12分 7分 20分 37分 23分 55分 25分 22分 38分
川内行 10:52 52分 11分 36分 9分 4分 56分 34分 ※6分 21分 39分
川内行 11:54 17分 21分 51分 53分 6分 54分 7分 ※56分 24分 23分 37分
川内行 12:52 41分 4分 37分 41分 4分 51分 9分 34分 26分 21分
川内行 13:49 53分 27分 16分 44分 12分 48分 31分 29分 42分
川内行 14:41 25分 20分 8分 40分 20分 23分 10分
川内行 15:12 11分 8分 21分 11分 19分 6分
川内行 15:45 25分 12分 16分 14分 27分
串木野行 16:15 14分 3分 16分
川内行 16:57 4分 8分 4分 11分 39分 26分 13分
川内行 17:21 20分 16分 20分 13分 10分
川内行 17:38 8分 23分 7分 23分
川内行 18:11 25分 20分 10分 7分 10分
川内行 18:31 0分 13分
川内行 18:51 10分 27分
川内行 19:19 18分 1分
串木野行 19:55 28分
川内行 20:23 0分 20分
川内行 20:48 5分
川内行 21:27
川内行 21:53
川内行 22:23
川内行 22:52
川内行 23:33
川内行 0:22

バス系統

バス→JR、またはJR→バスの乗換え待ち時間

JR東市来駅

東市来コミバス
(尾木場～湯之
元線)

東市来コミバス
～（上市来～湯
之元線)

⑤鹿児島駅前
～野田～湯之
元～串木野～
上川内

⑤上川内～串
木野～湯之元
～野田～鹿児
島駅前

⑥鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑩鹿児島駅前
～野田～湯之
元

⑩湯之元～野
田～鹿児島駅
前

⑯湯之元⇔日
置

⑥上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑦鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野

⑦串木野～湯
之元～伊集院
～鹿児島駅前

⑧鹿児島駅前
～野田～湯之
元～串木野

⑨湯之元～妙
円寺～野田～
鹿児島駅前
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〔JR 湯之元駅（上り）〕 

   
  

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

川内行 6:24 32分 6分 6分
川内行 7:01 5分 22分 31分 25分
川内行 7:29 21分 6分 3分
川内行 7:56 2分 30分 6分 24分 3分
串木野行 8:27 29分 26分 1分
川内行 8:55 16分 2分 18分 ※1分

川内行 9:22
1分
7分

20分
26分

16分 11分 9分 ※26分 4分 33分

川内行 9:56
33分
27分

26分
14分
8分

49分 18分 15分 57分 27分 30分 30分 9分

川内行 10:55 33分 35分 10分 35分 13分 44分 1分 2分 58分 61分 32分 ※8分 29分 31分 20分

川内行 11:57 27分
26分
32分

27分
30分
36分

49分 61分 4分 56分 1分 ※54分 26分 31分 29分 45分

川内行 12:55
32分
26分

28分
22分

43分 2分 1分 32分 28分 29分 15分

川内行 13:53 50分 15分 45分 3分 57分 30分 30分 33分 46分

川内行 14:45 2分 4分
17分
23分

7分 49分 11分 22分 19分 28分

川内行 15:16 27分 26分
14分
8分

22分 20分 10分 7分 14分

川内行 15:49 7分 16分 11分 7分 23分 26分
串木野行 16:18 2分 13分 2分 22分 38分 5分 8分

川内行 17:01 41分
12分
18分

41分
16分
22分

5分 12分 38分 35分 14分 4分

川内行 17:25
12分
6分

8分
2分

12分 1分

川内行 17:42 14分 16分 14分
川内行 18:15 11分 19分 8分 19分
川内行 18:34 8分 22分 11分 17分
川内行 18:56 0分 27分
川内行 19:23 0分
串木野行 19:58
川内行 20:27 1分 21分
川内行 20:51 23分 3分
川内行 21:30
川内行 21:57
川内行 22:26
川内行 22:55
川内行 23:36
川内行 0:25

バス系統

バス→JR、またはJR→バスの乗換え待ち時間

JR湯之元駅

東市来コミバ
ス(尾木場～
湯之元線)

東市来コミバ
ス～（上市来
～湯之元線)

⑤鹿児島駅
前～野田～
湯之元～串
木野～上川
内

⑤上川内～
串木野～湯
之元～野田
～鹿児島駅
前

⑥鹿児島駅
前～伊集院
～湯之元～
串木野～上
川内

⑥上川内～
串木野～湯
之元～伊集
院～鹿児島
駅前

⑦鹿児島駅
前～伊集院
～湯之元～
串木野

⑦串木野～
湯之元～伊
集院～鹿児
島駅前

⑧鹿児島駅
前～野田～
湯之元～串
木野

⑨湯之元～
妙円寺～野
田～鹿児島
駅前

⑩鹿児島駅
前～野田～
湯之元

⑩湯之元～
野田～鹿児
島駅前

⑮湯之元⇔
日置

⑯湯之元⇔
日置
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〔JR 伊集院駅（下り）〕 

   

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

鹿児島中央行 6:01 29分 14分
鹿児島中央行 6:33 17分 17分 11分
国分行 6:55 15分 5分 5分 15分 8分
鹿児島中央行 7:12 4分 8分 8分 12分 0分
鹿児島行 7:20 10分 4分 0分 0分
国分行 7:40 10分 12分 8分
鹿児島中央行 7:49 6分 1分 1分 6分
鹿児島中央行 8:05 11分 15分 3分 15分 11分
鹿児島中央行 8:18 2分 15分 10分
宮崎行 8:35 25分 2分 11分 18分 5分 20分
鹿児島中央行 9:04 20分 26分 18分 11分 ※12分 26分 26分

鹿児島中央行 9:31
10分
19分

※15分 15分 1分 1分 8分 14分 24分

鹿児島中央行 9:56
15分
6分

12分 7分 10分

鹿児島中央行 10:26 4分 7分 23分 ※17分 20分 27分 13分 9分

都城行 10:58
3分

12分
14分 25分 ※15分 12分 5分 2分

国分行 11:28
27分
18分

2分 5分 18分 28分

鹿児島中央行 11:58 14分 25分 18分 5分 12分 13分 22分
鹿児島中央行 12:28 32分 5分 12分 25分 35分 18分 17分 22分
鹿児島中央行 13:03 19分 30分 13分 0分 17分 12分 12分 21分
鹿児島中央行 13:16 0分 1分 1分 14分 4分

鹿児島中央行 13:54
7分

16分
10分 6分 9分 24分 16分 12分

鹿児島中央行 14:16
15分
6分

13分 30分 34分

都城行 14:54 10分 6分 9分 8分 6分 6分

鹿児島中央行 15:25
6分

15分
21分 22分 25分 3分 25分 13分

鹿児島中央行 15:50
19分
10分

6分
10分
40分

4分 13分 35分 22分 26分 35分 30分

鹿児島中央行 16:34 ※20分 31分 12分 9分 18分 9分 16分 41分 22分
鹿児島中央行 16:51 2分 5分 1分 14分 29分

鹿児島行 17:25
16分
25分

25分 11分 32分 21分 25分 25分

鹿児島中央行 17:54
13分
4分

9分 8分 4分 4分 12分

鹿児島行 18:13 3分 10分 3分 7分
国分行 18:34 20分 18分 29分 18分 6分 16分
鹿児島中央行 19:04 ※10分 1分 6分 24分 22分
鹿児島中央行 19:15 5分 3分 5分
鹿児島中央行 19:31 7分 12分 19分
鹿児島中央行 20:00 8分 17分 10分 18分
鹿児島中央行 20:17 ※13分 9分 7分 5分
鹿児島中央行 20:35 11分 15分
鹿児島中央行 21:10 ※6分
鹿児島中央行 21:32 8分
国分行 22:15
鹿児島中央行 23:12
鹿児島中央行 0:08

バス系統

JR伊集院駅

⑰伊集院⇔妙
円寺

⑱伊集院⇔妙
円寺

⑲伊集院⇔妙
円寺

⑳伊集院⇔妙
円寺

伊集院コミバス
(市街地循環)

①鹿児島駅前
～犬迫～伊集
院

②鹿児島（金生
町）～犬迫～伊
集院

⑥鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑥上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑦鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑦上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑪伊集院高校
～伊集院⇒日
置・伊作～枕
崎・加世田

⑪枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑫伊集院高校
～伊集院⇒日
置・伊作～枕
崎・加世田

⑫枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑬枕崎・加世田
～伊作～伊集
院発、伊集院
高校へ

⑭伊作～坊野・
小野～伊集院

バス→JR、またはJR→バスの乗換え待ち時間
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〔JR 東市来駅（下り）〕 

   
  

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

鹿児島中央行 5:56
鹿児島中央行 6:28 7分
国分行 6:49 12分 14分
鹿児島行 7:14 13分 4分 17分
国分行 7:33 20分 12分 15分 2分
鹿児島中央行 8:00 7分 15分 12分
宮崎行 8:30 26分 18分 1分
鹿児島中央行 8:58 2分 18分 10分 27分 10分 ※3分
鹿児島中央行 9:25 16分 8分 9分 17分 ※24分 6分
鹿児島中央行 9:51 10分 9分 18分 25分 27分 20分
鹿児島中央行 10:21 21分 5分 27分 3分 10分
都城行 10:52 11分 9分 4分 56分 ※6分 21分 39分

鹿児島中央行 11:53
18分
63分

22分 50分 52分 5分 55分 8分 ※55分 25分 22分 38分

鹿児島中央行 12:58
47分
2分

43分 35分 10分 57分 3分 40分 20分 27分

鹿児島中央行 13:49 27分 16分 44分 12分 48分 31分 29分 42分
都城行 14:48 32分 13分 32分 15分 45分 47分 13分 43分 30分 30分 17分
鹿児島中央行 15:45 44分 25分 12分 44分 16分 14分 27分 33分
鹿児島中央行 16:30 29分 12分 1分
鹿児島中央行 16:46 15分 19分 15分 22分 15分 24分

鹿児島行 17:19 18分 27分 14分 18分 11分 42分
12分
42分

鹿児島行 18:07 21分 6分 11分
36分
6分

国分行 18:29 2分 11分
鹿児島中央行 18:59 28分 2分 19分
鹿児島中央行 19:26 25分 8分
鹿児島中央行 19:55
鹿児島中央行 20:11 12分
鹿児島中央行 20:30 7分 13分
鹿児島中央行 21:04 21分
鹿児島中央行 21:27
国分行 22:09
鹿児島中央行 23:07
鹿児島中央行 0:03

バス系統

JR東市来駅

バス→JR、またはJR→バスの乗換え待ち時間

東市来コミバス
(尾木場～湯之
元線)

東市来コミバス
～（上市来～湯
之元線)

⑤鹿児島駅前
～野田～湯之
元～串木野～
上川内

⑤上川内～串
木野～湯之元
～野田～鹿児
島駅前

⑥鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野
～上川内

⑥上川内～串
木野～湯之元
～伊集院～鹿
児島駅前

⑦鹿児島駅前
～伊集院～湯
之元～串木野

⑦串木野～湯
之元～伊集院
～鹿児島駅前

⑧鹿児島駅前
～野田～湯之
元～串木野

⑨湯之元～妙
円寺～野田～
鹿児島駅前

⑩鹿児島駅前
～野田～湯之
元

⑩湯之元～野
田～鹿児島駅
前

⑯湯之元⇔日
置
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〔JR 湯之元駅（下り）〕 

   
 

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

JRに
乗車

JRから
降車

鹿児島中央行 5:53
鹿児島中央行 6:24 6分 6分
国分行 6:46 10分 16分
鹿児島行 7:11 15分 12分 15分
国分行 7:30 20分 7分 4分
鹿児島中央行 7:56 2分 30分 6分 24分 3分
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26分
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12分
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41分
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38分
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鹿児島中央行 19:23 0分
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鹿児島中央行 20:27 1分 21分
鹿児島中央行 21:01 33分 13分
鹿児島中央行 21:23
国分行 22:06
鹿児島中央行 23:03
鹿児島中央行 0:00
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田～伊作～鹿
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バスは、「鹿児

口～南九州道

便／日）の 3

図 IV-４ 空

表 IV-2

港
島空港
鹿児島空港
九州道～川内
川内
九州道～串木野

名

鹿児島空港」

前～湯之元～

います。 

児島駅前～鹿

道～川内」（3
3 系統を鹿児

 
空港バス・高速バ

 

空港バス・高速

廃止路
廃止路
廃止路
自主運
自主運

野新港 自主運
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（16 便／日

～伊集院～鹿

鹿児島中央駅

便／日）、「

児島交通株式

バス位置図 

速バス一覧 

平日
路線代替 16
路線代替 10
路線代替 2
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運行 3
運行 2

行種別

）、「湯之元

鹿児島空港」

駅～南九州道

鹿児島駅前

式会社が運行

土曜 日祝
16 16
10 10
2 2
21 8
3 0
2 4

運行便数

～伊集院～小

（2 便／日）

道～川内」（平

～鹿児島中央

行しています

東市来 伊集院

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

運行地域（

29

小山田～

）の 3 系

平日 21 便

央駅～南

。 

 

日吉 吹上
○

○

（日置市内）

9 
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② 利用者数 

 空港バスのうち、「湯之元～伊集院～小山田～鹿児島空港」と「日吉支所前～湯之元～伊集院

～鹿児島空港」を合計した利用者数の推移をみると、平成 24 年度は 9,469 人、平成 25 年度

は 10,087 人、平成 26 年度は 11,160 人、平成 27 年度は 11,104 人となっており、概ね増加傾

向にあります。 
 

 
資料：日置市 

図 IV-５ 空港バスの利用者数推移 

 
③ 行政負担 

 空港バスは地方公共交通特別対策事業（廃止路線代替バス運行支援）の対象路線となってお

り、本市の補助額の推移をみると、平成 22 年度の 22,154 千円から平成 25 年度は 12,000 千円

まで減少し、その後、平成 26 年度は 13,284 千円、平成 27 年度は 13,528 千円と横ばいで推移

しています。 

 
資料：日置市 

図 IV-６  空港バスの本市の補助額推移 
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○
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② 利用者数 

 地方公共交通特別対策事業（廃止路線代替バス運行支援）及び地域間幹線系統確保維持費補

助の対象路線となっている路線バスの平成 22 年度からの利用者数の推移をみると、平成 22
年度の 326,278 人から平成 24 年度の 311,414 人まで横ばいで推移しています。平成 25 年度は

660,560 人と大きく増加していますが、これは地域間幹線系統確保維持費補助が開始されたた

めで、平成 25 年度から、平成 26 年度は 663,451 人、平成 27 年度は 708,343 人と概ね横ばい

で推移しています。 
 

 
資料：日置市 

図 IV-８ 本市の補助のある路線バス利用者数推移 

 
③ 行政負担 

 路線バスのうち、「鹿児島（金生町）～大門口～谷山～伊作」、「鹿児島駅前～野田～湯之元～

串木野」、「鹿児島駅前～野田～妙円寺～湯之元」、「鹿児島駅前～野田～湯之元」、「伊集院高

校～伊集院～日置～伊作」、「湯之元～江口～日置」、「伊集院～妙円寺～段」、「伊集院～妙円

寺～伊集院」、「くろがね通り～県営住宅～立野団地～伊集院」、「伊集院～妙円寺～妙円寺東

口」は、地方公共交通特別対策事業（廃止路線代替バス運行支援）の対象路線、「鹿児島駅前

～犬迫～伊集院」、「鹿児島（金生町）～犬迫～伊集院」、「鹿児島（金生町）～鹿児島中央駅

～谷山～伊作～加世田」、「鹿児島駅前～野田～湯之元～串木野～上川内」、「鹿児島駅前～伊

集院～湯之元～串木野～上川内」、「鹿児島駅前～伊集院～湯之元～串木野」、「伊集院高校～

日置～さつま湖～伊作～加世田～田之野～枕崎」、「伊集院高校～日置～さつま湖～伊作～加

世田」、「伊集院～日置～永吉麓～伊作」、「湯之元～江口蓬莱館～日置」は、地域間幹線系統

確保維持費補助の対象路線となっており、本市の補助額の推移をみると、23,000～26,000 千

円の間で、概ね横ばいで推移しており、平成 27 年度は 25,406 千円となっています。 
 

 
資料：日置市 

図 IV-９ 路線バスの本市の補助額推移  
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表 IV-4 コミュニティバス・乗合タクシー一覧 

 
② 利用者数 

 平成 22年度から平成 27年度のコミュニティバス・乗合タクシーの利用者数の推移をみると、

平成 22 年度から平成 23 年度にかけ減少したものの、平成 23 年度からは概ね横ばいで推移し

ており、平成 27 年度は 47,171 人となっています。 

 地域別にみると、東市来地域のコミュニティバスは減少傾向にあり、平成 27 年度は 9,798 人

となっています。伊集院地域のコミュニティバスは平成 23 年度に減少したものの、その後は

概ね横ばいで推移しており、平成 27 年度は 20,309 人となっています。平成 23 年度から導入

した乗合タクシーは増加傾向にあり、平成 27 年度は 4,770 人となっています。日吉地域のコ

ミュニティバスは平成 22 年度から平成 25 年度にかけ減少し、平成 26 年度からコミュニティ

バスに替わって導入した乗合タクシーは、平成 26 年度が 2,172 人、平成 27 年度は 1,928 人と

なっています。吹上地域のコミュニティバスは平成 23 年度に減少したものの、その後は増加

傾向にあり平成 27 年度は 6,668 人、平成 23 年度に導入した乗合タクシーは増加傾向にあり、

平成 27 年度は 3,698 人となっています。 

 

 
資料：日置市 

図 IV-１１ コミュニティバス・乗合タクシーの利用者数推移  

①上市来～湯之元線 月・水・金 4便(2往復） 上市来 湯之元
②尾木場～湯之元線 火・木・土 4便(2往復） 尾木場 湯之元

伊集院 ①市街地循環線
毎日（ゆすいん
休館日を除く）

5便

①永吉・小野線 月・木 4便(2往復） 塩入橋 ゆーぷる吹上
②坊野・永吉線 火・金 4便(2往復） 坊野上 ゆーぷる吹上
③伊作・永吉線 水・土 4便(2往復） 堂園 ゆーぷる吹上

④市街地循環線 月～土 4便(2往復）

①上神殿線 月・木
②竹之山・土橋線 月・木
③恋之原線 月・木
④中川・郡線 水・金
⑤上・下方限線 水・金
⑥久木野々線 水・金
①日新線 月・水・金
②吉利線 月・水・金
③住吉線 月・水・金
④日置線 火・木・土
⑤扇尾線 火・木・土
①平鹿倉・湯之元線 月・木
②日添・田之尻線 月・木
③和田線 月・木
④藤元・野首線 火・金
⑤坊野・田尻線 火・金

ゆーぷる吹上
（小牧先回り、宮坂先回り）

分類 運行地域 運行系統名 運行便数 始点 終点

吹上

市街地域（往路）
　8:30発、10:30発、12:00発
郊外地域行（復路）
　11:30発、14:30発、16:00発

乗合
タクシー

伊集院

市街地域（往路）
　8:30発、10:30発、12:00発
郊外地域行（復路）
　11:30発、14:30発、16:00発

日吉

市街地域（往路）
　8:30発、10:30発、12:30発
郊外地域行（復路）
　10:00発、12:00発、15:00発

コミュニティ
バス

東市来

ゆすいん

吹上

15,350 13,874 12,382 12,146 10,899 9,798

26,677

18,794 19,096 19,790 19,465 20,309

2,903 3,638 3,636 4,043 4,770

3,230

3,107 2,610 2,041 2,172 1,928

9,139

4,767 5,833 6,536 6,254 6,668

3,263 3,401 3,291 3,639 3,698

54,396

46,708 46,960 47,440 46,472 47,171
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日吉 乗合タクシー 吹上 コミバス 吹上 乗合タクシー
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 平成 24 年度からの路線別の利用者数推移をみると、コミュニティバスでは、伊集院地域の「①

市街地循環線」は概ね増加傾向にあり、吹上地域の「①永吉・小野線」、「②坊野・永吉線」、

「③伊作・永吉線」、「④市街地循環線」もほぼ横ばいで推移しています。一方、東市来地域

の「①上市来～湯之元線」、「②尾木場～湯之元線」は減少傾向にあります。 

 乗合タクシーでは、伊集院地域の「①上神殿線」「②竹之山・土橋線」、「③恋之原線」、「④中

川・郡線」、日吉地域の「①日新線」、「②吉利線」「③住吉線」、吹上地域の「④藤元・野首線」、

「⑤坊野・田尻線」では増加傾向にあり、特に吹上地域の「④藤元・野首線」では平成 24 年

度の 500 人から平成 27 年度は 1,193 人と 700 人近く利用者数が伸びています。 

 一方、伊集院地域の「⑤上・下方限線」、「⑥久木野々線」、日吉地域の「④日置線」、「⑤扇尾

線」、吹上地域の「①平鹿倉・湯之元線」、「②日添・田之尻線」、「③和田線」は減少傾向にあ

り、特に吹上地域の「③和田線」は平成 24 年度の 998 人から平成 27 年度は 658 人と 340 人

減少しています。 
 

 
 

 
 

図 IV-１２ コミュニティバス・乗合タクシーの路線別利用者数推移 

 
 
  

0

5,000

10,000
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H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

（人）

東市来①上市来～湯之元線 東市来②尾木場～湯之元線 伊集院①市街地循環線

吹上①永吉・小野線 吹上②坊野・永吉線 吹上③伊作・永吉線

吹上④市街地循環線

0

500

1,000

1,500

2,000

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

（人）

伊集院①上神殿線 伊集院②竹之山・土橋線 伊集院③恋之原線

伊集院④中川・郡線 伊集院⑤上・下方限線 伊集院⑥久木野々線

日吉①日新線 日吉②吉利線 日吉③住吉線

日吉④日置線 日吉⑤扇尾線 吹上①平鹿倉・湯之元線

吹上②日添・田之尻線 吹上③和田線 吹上④藤元・野首線

吹上⑤坊野・田尻線

〔路線別・コミバス利用者数推移〕 〔路線別・乗合タクシー利用者数推移〕

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度
①上市来～湯之元線 7,239 7,172 6,348 5,801
②尾木場～湯之元線 5,143 4,974 4,551 3,997

伊集院 ①市街地循環線 19,096 19,790 19,465 20,309
①永吉・小野線 1,832 1,888 1,834 1,777
②坊野・永吉線 1,355 1,348 1,441 1,587
③伊作・永吉線 1,533 1,795 1,670 1,883
④市街地循環線 1,113 1,505 1,309 1,421
①上神殿線 913 1,098 1,115 1,210
②竹之山・土橋線 995 815 1,053 1,342
③恋之原線 1,195 1,252 1,371 1,483
④中川・郡線 160 195 199 395
⑤上・下方限線 108 80 97 95
⑥久木野々線 267 196 208 245
①日新線 2 35
②吉利線 24 31
③住吉線 25 129
④日置線 42 37
⑤扇尾線 2,079 1,696
①平鹿倉・湯之元線 463 473 480 372
②日添・田之尻線 914 935 799 828
③和田線 998 777 607 658
④藤元・野首線 500 607 1,079 1,193
⑤坊野・田尻線 526 499 674 647

吹上

乗合
タクシー

伊集院

日吉

利用者数（人）

コミュニティ
バス

東市来

吹上

分類 運行地域 運行系統名
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①上市来～湯之元
1

バス停 上市
乗降客数
/1運行日

0.5

20
バス停 長里

乗降客数
/1運行日

2.5

39
バス停 田之

乗降客数
/1運行日

1.6

58
バス停 美山下

乗降客数
/1運行日

4.8

②尾木場～湯之元
1

バス停 尾木
乗降客数
/1運行日

0.0

20
バス停 上床
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0.8
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バス停 神ノ

乗降客数
/1運行日

0.9

図 IV-１３

図 IV-１４
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 各バス停におけ

４ 各バス停におけ

4 5
西崎 田代 田

0.62 0.00

23 24
下 伊作田 中伊作田公民館 中

0.77 0.46

42 43
ー 湯之元温泉センター 杉之尾踏切

0.31 0.15

61 62
橋 神ノ川 南神ノ川 神

1.62 1.31

4 5
音 桑木野 桑木野上 桑

0.00 0.00

23 24
段 大平口 乗越 皆

0.00 0.08

42 43
つるまる公園前 東市来支所 つる

0.08 0.77

61 62
神ノ川橋 永山 光

0.00 2.00

1 日当たり

1 人未満の

ける平成 28 年 1

ける平成 28 年 1

6 7 8
田淵山 田淵 田淵

0.00 0.00 0

25 26 2
中原三叉路 柿之迫公民館 活性化セ

1.08 2.08 0

44 45 4
長里 つるまる公園前 東市来

0.38 0.08 1

63 64 6
神ノ川 神ノ川橋 永

0.85 0.00 1

6 7 8
桑木野 岩谷観音 野下公

0.00 0.15 0

25 26 2
皆田神社 丸牧公民館 上野

0.15 0.92 0

44 45 4
るまる公園前 長里 東市

0.15 0.31 0

63 64 6
光の海 鈩口 江口蓬

0.00 0.38 3

りの乗降客が

のバス停が多い

1 月の 1 運行日

1 月の 1 運行日

8 9 10
淵山 田代 松生

.08 0.00 0.08

7 28 29
センター 江口蓬莱館 江口

.23 1.15 1.46

6 47 48
来支所 つるまる公園前 長里

.15 2.23 1.15

5 66 67
山 光の海 鈩口

.62 0.08 0.08

8 9 10
公民館 高山 高塚

.00 0.00 0.00

7 28 29
野東 上野西公民館 皆田西公民

.54 1.46 0.38

6 47 48
市来 美山入口 美山

.46 0.31 0.31

5 66 67
蓬莱館 江口 川北

.08 0.54 0.69

い地域 

日当たりの乗降客

日当たりの乗降客

11 12
菅田 梅木

8 0.00 0.69

30 31
川北 赤崎 え

6 0.69 0.00

49 50
東市来 美山入口

5 1.00 0.08

68 69
江口蓬莱館 江口

8 3.15 1.08

11 12
牟田口 鉾之原 立

0 0.15 0.46

30 31
民館 皆田西 久木元 湯

8 0.77 1.15

49 50
美山上 友愛学園 牧

1 0.00 0.08

68 69
赤崎 えぐち家

9 0.00 0.23

客数（①上市来～湯

客数（②尾木場～湯

13 14
徳重 中野 元養

1.77 0.08 1

32 33 3
えぐち家 赤崎 総合運

0.08 0.00 0

51 52 5
美山 美山上 友愛

0.15 0.08 0

70 71 7
川北 赤崎 えぐ

0.38 0.00 0

13 14
立和名 農協支所 五反

0.31 0.23 2

32 33 3
湯之元駅 湯之元 田

1.77 2.85 1

51 52 5
牧ノ角入口 友愛学園 美

0.00 0.00 0

70 71 7
赤崎 総合運動公園 坂之

0.00 0.00 0

湯之元線） 

湯之元線） 

15 16 17
養母 下養母 野元

1.62 1.31 1.3

34 35 36
運動公園 坂之上下 湯之

0.00 0.08 5.0

53 54 55
愛学園 牧ノ角入口 友愛学

0.15 0.08 0.0

72 73 74
ぐち家 堀内 田之湯

0.23 0.00 2.6

15 16 17
反田 北山 北山

2.77 0.38 0.0

34 35 36
之湯 向湯田 田之湯

1.62 5.69 1.4

53 54 55
山上 美山 美山下

0.08 0.92 3.9

72 73
之上下 湯之元

0.15 3.69

37

 

（人/日）
18 19

元 東市来中 東市来支所

38 0.08 1.08

37 38
元 田之湯 向湯田

00 1.54 7.38

56 57
学園 美山上 美山

00 0.00 0.85

75
湯 湯之元

69 4.31

（人/日）
18 19

下 上床 上床公民館

08 0.00 0.08

37 38
湯 湯之元 B&G海洋センター

46 1.69 0.38

56 57
下南 宮田公民館 神ノ川橋
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イ. コミュニティバス利用者へのヒアリング調査 

 実際にコミュニティバスを利用されている方に、ヒアリング調査を行いました。 

 調査の概要は以下のとおりです。 

調査の目的 コミュニティバス利用者の移動実態、ニーズ把握のため 

対象路線 

東市来地域コミュニティバス 

①上市来～湯之元線、②尾木場～湯之元線 

伊集院地域コミュニティバス 

 ①市街地循環線 

吹上地域コミュニティバス 

 ①市街地循環線（永吉・小野線）（宮坂先回り） 

調査日 平成 28 年 12 月 

調査方法 調査員が対象路線に乗込み、乗車中にコミュニティバス利用者から聞き取り 
 

表 IV-6 コミュニティバス利用者へのヒアリング調査の概要表 
 

 利用者は、ほとんどが 70 歳以上の高齢者で、利用目的は買い物、通院等で、東市来地域コミュ

ニティバス利用者の中には、湯之元で路線バスに乗換え、伊集院の大型スーパーを目的地と

している場合もありました。 

 地域に限らず、コミュニティバスが日常の買い物や通院に無くてはならないものである、と

いう声が多く、バス利用者が乗務員や同じバス利用者との会話を楽しみにバスを利用してい

る、という声も聞かれ、利用者の外出機会を創出している状況が見られました。一方、時刻

表や運行経路が分かるようなバスマップがほしい、という要望も多く挙げられました。 
 

〔コミュニティバスについての意見・要望（抜粋）〕（ ）内は居住地区/年代/性別 

○東市来地域コミュニティバス利用者 

・運動公園で野球の試合など土曜に開催されることが多いので、土曜の便も運動公園を経由し

てほしい。（伊作田/60 歳代/男性） 

・朝 1 便目はもっと早くがいい。朝 1 便目は湯之元の直行便があれば、もっと便利になる。今

は経由地が多いので結構時間がかかる。大きな買い物をする時は娘に送迎を頼んでいるので、

今のところ不便はない。（鶴丸/70 歳以上/女性） 

・美山下南のバス停のすぐ下は崖になっており、自分のような高齢者は特に雨の日などは怖い。

少し先にタンクのある場所があり、そこにバス停を移してもらえば危なくない。（美山/70
歳以上/女性） 

・便数が少なすぎて外出したい時間、帰宅したい時間に全く合わない。JR との接続が悪く、

長時間待たないといけない。時間を調整してほしい。（伊作田/50 歳代/女性） 

・運賃を高くしても良いので、湯之元から上市来に戻る路線について、湯之元を 10 時半くら

いに出発する便がほしい。（上市来/70 歳以上/女性） 

・たまにしか乗らないが、午前に 2 本あれば良いと思う。時刻表・路線図を駅や江口蓬莱館や

他のスーパーなどに置いておいてほしい。（鹿児島市/60 歳代/女性） 

・月・水・金の 100 円バスに合わせて買い物や病院の予約もしている。本当にありがたく、無

くなったら困る。できれば毎日運行してほしい。月・水・金以外でどうしても外出しないと

いけない時は仕方なくタクシーを使っている（下養母～湯之元はタクシーで 1500 円）。タ

クシーの時は近いので伊集院に行く。バス停に時刻表がないので貼ってほしい。（鶴丸/70
歳以上/女性） 



 

39 
 

 

 

・バスに合わせて買い物も病院も行っており、非常に助かっている。（皆田/70 歳以上/女性） 

・鹿児島の病院に行くのに、行きはバスを利用している。帰りは時間が合わないので、伊集院

までバスで伊集院からタクシーで帰るが 2400 円掛かる。行きを 8 時台、帰りももう少し遅

い便があれば助かる。（皆田/70 歳以上/女性） 

・伊集院の整骨院に通院しており、美山で路線バスに乗り換えていく。普段はこけけバスで江

口蓬莱館にも行って買い物し、戻りもこけけバスに乗って帰れるので助かっている。（湯田

/-/女性） 

・こけけバスで江口蓬莱館に行けるので助かっている。100 円では運転手さんに申し訳ない、

値上げしてほしい。いろんな運転手さんと話すのが楽しみでバスを利用している。（皆田/70
歳以上/女性） 

・朝 1 便の 後はタイヨー向湯田に停車してほしい。路線バスだと長里～湯之元まで 270 円掛

かるので、非常に助かっている。伊集院の A コープに寄ったら、もっと利用者が増えるの

ではないか。（伊作田/70 歳以上/女性） 

・午前中に湯之元→牟田口の便があれば助かる。このバスがあり安くて本当にありがたい。（湯

田/70 歳以上/女性） 

○伊集院地域コミュニティバス利用者 

・バスと JR の接続がもっと良くなればいいと思う。（伊集院/70 歳以上/女性） 

・毎日ゆすいんの温泉を利用するので、100 円バスは非常にありがたい。（伊集院/70 歳以上/
女性） 

・30 分～1 時間後にもう 1 本あれば助かる。同じ便だと必要な生鮮食品だけ買ってすぐ帰る感

じ。少し後にもう 1 本あればゆっくり買い物ができる。（伊集院/60 歳代/女性） 

・鹿児島市に直行するバスがほしい（日曜）。便数がもっと多くなればいいと思う。バスの待

ち時間が長い。（妙円寺/50 歳代/女性） 

○吹上地域コミュニティバス利用者 

・今のところ、このバスがあって買い物も温泉に行くのも助かっている。（伊作/70 歳以上/
女性） 
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④ 行政負担 

 コミュニティバス、乗合タクシー運行に係る委託料は増加傾向にあり、平成 27 年度は約 3,600
万円となっています。 

 コミュニティバスの利用者 1 人当たりの負担額をみると、東市来地域は増加傾向にあり、伊

集院地域は横ばい、吹上地域は平成 23 年度の 1,825 円をピークに減少し、平成 26 年度から

は 1,400 円台で推移しています。乗合タクシーは伊集院、日吉、吹上地域とも増加傾向にあ

ります。 
 

〔コミュニティバス・乗合タクシー運行委託料（市負担分）〕 
 

 
 

図 IV-１５ コミュニティバス・乗合タクシーの運行委託料推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 IV-１６ 地域別のコミュニティバス・乗合タクシー利用者１人あたりの負担額 
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⑤ 交通事業者へのヒアリング調査 

 現在の利用者の特性や運行において課題となっていること等、コミュニティバス、乗合タク

シーの運行を委託している交通事業者にヒアリング調査を行いました。 

 

○利用者の特性 

・足が悪かったり、買い物等で多くの荷物が持てなかったりする高齢者の利用が中心。 

○運行において課題となっていること 

・乗務員の不足。また、買い物に出かけることがコンビニの宅配に代わる等、生活スタイルの変

化により利用者が減少している。 

・乗合タクシーは戸口から戸口で利用者からも喜ばれており、特に問題はない。 

・乗合タクシーは複数人の利用だと 初に用務が終わった利用者が長い時間待つ場合もある。 

・利用する高齢者のなかには、一般のタクシーと勘違いして、自分の好きな時間に、行きたいと

ころに行ってくれると勘違いしている場合がある。予約の電話の都度、丁寧に説明するように

している。 

○本市の公共交通について 

・バスは地域住民の生活の足である。しかし、1 事業者の力で維持していくのは難しい。住民を

含めた関係機関の合意形成が重要である。行政、市民、事業者が一体となって取り組む必要が

ある。 

・乗合を、例えば“○曜日は○○地域を運行する”として、予約なしで乗れるようにすればもっ

と利用が多くなるのではないか。 
 

（７） スクールバス・タクシーの現状 

 上市来小学校、湯田小学校、日置小学校、永吉小学校、伊作小学校、吹上中学校でスクール

バス・タクシーが運行されています。各路線ともに対象児童・生徒数に応じて毎年、台数・

ルートが変更されています。 
 

 
表 IV-7 スクールバス・タクシーの運行状況 

 

地域 東市来 日吉 吹上 

学校名 上市来小学校 湯田小学校 日置小学校 永吉小学校、伊作小学校、吹上中学校 

種別 タクシー タクシー タクシー バス 3台 

便数 

登校 1 便 
3 便程度（乗車人数に

より変更） 
1 便 各 1便 

下校 1 便 
3 便程度（乗車人数に

より変更） 
1 便 各 3便（下校時または人数により変更） 

運行範囲 

・旧高山小学校区に居

住する児童 

・登下校の経路は同じ 

・旧皆田小学校区に居

住する児童 

・登下校の経路は同じ

・旧扇尾小学校区に居

住する児童 

・登下校の経路は同じ

小学生：各学校から 4㎞以上に居住する児童（校区内）

中学校：学校から 5km 以上に居住する生徒（校区内＝

吹上地域内） 

・経路は児童・生徒の居住地により毎年変更される。

・登下校時の経路は異なる（3 台のバスに小・中学生が

混乗しているため） 

運賃 無料 

車両サイズ 普通乗用 

普通乗用（乗車人数に

よってジャンボタク

シーに変更） 

普通乗用 29 人乗り 1台、26 人乗り 1 台、54 人乗り 1 台 



 

42 
 

２ 公共交通に関する住民意向、利用実態、移動ニーズ 

（１） 市民アンケート調査の概要 

公共交通に関する意向、利用実態、移動ニーズ等を把握するため、市民を対象としたアンケー

ト調査を実施しました。 
 

調査の狙い 市民の日常の移動実態及び公共交通に対するニーズの把握 

調査対象 

・配布数 

市内に居住する 18 歳以上の市民 2,500 人 

（自治会別人口を基本とし、性別、年代、居住地に配慮して抽出） 

地域 東市来 伊集院 日吉 吹上 合計 

配布数 645 980 366 509 2,500 
  

調査方法 
・高齢化率 40％未満の地区の居住者は郵送配布・郵送回収 

・高齢化率 40％以上の地区の居住者は地区内自治会長から配布・郵送回収 

実施期間 平成 28 年 10 月 3 日～28 日 

回収数 

1,520 件（回収率 60.8％） 

地域 東市来 伊集院 日吉 吹上 無回答 合計 

回収数 

回収率 

412 

63.9％ 

572 

58.4％ 

223 

60.9％ 

304 

59.7％ 

9 

 

1,520 

60.8％ 

※なお、回収率を上げるため、郵送配布先には督促状を送付し、自治会長から配布

した先には自治会長からの声掛けを行った。 

調査項目 

○属性(性別・年代・世帯の人数・職業・居住地・自動車免許の保有状況・自動車の

保有状況・自宅から 寄バス停の認知） 

○普段の外出頻度 

○普段利用する移動手段、 もよく利用する移動手段 

○外出の主な目的 

○通勤通学、通院、買い物時の公共交通の利用頻度 

○公共交通を利用しない理由 

○通勤・通学先の地域 

○普段買い物する商業施設、地域と到着・出発時刻 

○通院する医療機関、地域と到着・出発時刻 

○公共交通を運行してほしい場所 

○公共交通の満足度、不満の内容 

○今後の運転免許の返納意向 

○今後の公共交通の運行に対する考え 

○今後の公共交通の利用意向 

○公共交通に関する自由意見 

 
表 IV-8 アンケート調査の概要表 

 
 
  



 

 

 回答

 
    〔性

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔地域別 

 
 
      

     
 
 〔地域別 

 
 〔地域別 

居
住
地
域
別

東市来地

伊集院地

日吉地

吹上地

居
住
地
域
別

東市来地域

伊集院地域

日吉地域(N

吹上地域(N

居
住
地
域
別

東市来地域

伊集院地域

日吉地域(N

吹上地域(N

答者属性は以

性別 N=1,520〕

性別・年代別

   〔世帯

  

世帯の人数〕

職業〕 

412
100.0%

572
100.0%

223
100.0%

304
100.0%

地域

地域

地域

地域

計

1人
          

10.
          

6.
          

15.
          

20.

域(N=412)

域(N=572)

N=223)

N=304)

会社員
会社役
          

20
1         

23
          

18
          

13

域(N=412)

域(N=572)

N=223)

N=304)

以下のとおり

〕      

別〕 

帯の人数 N=1

 

男性 女性
183 208

44.4% 50.5%

231 317
40.4% 55.4%

89 110
39.9% 49.3%

127 156
41.8% 51.3%

性別

2人
43 182         

.4% 44.2%
37 230         

.5% 40.2%
34 98           

.2% 43.9%
62 126         

.4% 41.4%

員・
役員

自営業

83 44            

0.1% 10.7%
134 37            
3.4% 6.5%
41 9            

8.4% 4.0%
41 25           

3.5% 8.2%

。 

  〔年代

1,520〕  

  

無回答
8 21      
% 5.1% 10

7 24      
% 4.2% 10

0 24      
% 10.8% 10

6 21      
% 6.9% 10

計

3人 4人
85                  

20.6% 1
127                

22.2% 16
42                  

18.8% 8
47                  

15.5% 8

公務員 団体職

11                

2.7%
24                

4.2%
3                  

1.3%
5                  

1.6%

N=1,520〕

     

30歳未満
412 18         

00.0% 4.4%
572 62         

00.0% 10.8%
223 10         

00.0% 4.5%
304 15         

00.0% 4.9%

計

人 5人
48   20           

1.7% 4.9%
92   51           

6.1% 8.9%
18   14           

8.1% 6.3%
27   16           

8.9% 5.3%

職員 主婦

2     56           

0.5% 13.6%
8     97           

1.4% 17.0%
3     43           

1.3% 19.3%
2     37           

0.7% 12.2%

     

〔職業 N=1

30歳代 40歳代
28        37         

6.8% 9.0
59        82         

10.3% 14.3
9         14         

4.0% 6.3
7         17         

2.3% 5.6

年

6人以上 無
11               

2.7%
14               

2.4%
6                 

2.7%
6                 

2.0%

パート・
アルバイト

学

52                

12.6%
106              

18.5%
25                

11.2%
26                

8.6%

 〔居住地域

,520〕 

 

代 50歳代 60歳
7 64             
0% 15.5%
2 103           
3% 18.0%
4 30              
3% 13.5%
7 30              
6% 9.9%

年代別

回答
23      

5.6%
21      

3.7%
11      

4.9%
20      

6.6%

学生 無職

9      125         

2.2% 30.3%
24     121         

4.2% 21.2%
3      82           

1.3% 36.8%
9      142         

3.0% 46.7%

域 N=1,520〕

歳代 70歳以上
117  148       

28.4% 35.9%
161  101       

28.1% 17.7%
66   94         

29.6% 42.2%
90   145       

29.6% 47.7%

その他 無

25               

% 6.1%
17               

% 3.0%
11               

% 4.9%
12               

% 3.9%

43

 

 

無回答
-           

0.0%
4          

0.7%
-           

0.0%
-           

0.0%

無回答

5        

1.2%
4        

0.7%
3        

1.3%
5        

1.6%

3 
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  〔自動車

 
 
  〔自動車

 
 
 
  〔世帯の

 

      
 
 
  〔自宅の

     
 

車免許保有状況

車保有状況 N

の合計保有自動

の最寄りバス停

  

況 N=1,520〕

N=1,520〕 

動車数 N=1,5

停の認知 N=1

 

 

 

520〕 

 

1,520〕 

 

〔地域

居
住
地
域
別

居
住
地
域
別

〔地域

居
住
地
域
別

〔地域

〔

8

7

2

最

域別 自動車免

自
許

吹上地域
(N=304)

日吉地域
(N=223)

東市来地域
(N=412)
伊集院地域
(N=572)

自
使

 

 

 吹上地域
(N=304)

日吉地域
(N=223)

東市来地域
(N=412)
伊集院地域
(N=572)

域別 自動車保

吹上地域
(N=304)

日吉地域
(N=223)

東市来地域
(N=412)
伊集院地域
(N=572)

域別 世帯の合

吹上地域
(N=304)

日吉地域
(N=223)

居
住
地
域
別

東市来地域
(N=412)
伊集院地域
(N=572)

地域別 自宅

8 割以上が自動

7 割以上が自分

2 台以上保有し

最寄りバス停を

免許保有状況〕

自動車運転免
許あり

自動
運転
あり

339                 
82.3%
499                 

87.2%
180                 

80.7%
219                 

72.0%

自分で自由に
使える車がある

家族
用す
る

70                  
17.0%
138                 

24.1%
46                  

20.6%
66                  

21.7%

保有状況〕

1台 2台
70                 

17.0%
138               

24.1%
46                 

20.6%
66                 

21.7%

合計保有自動車

知っている
371               

90.0
466               

81.5
195               

87.4
270               

88.8

の最寄りバス

動車運転免許保

分の自動車を保

している世帯が

を知らない人も

〕

動二輪・原付
転免許のみ
り

なし（も
転免許
いない

10                  
2.4%
11                  

1.9%
7                    

3.1%
8                    

2.6%

族で共同利
する車があ

家族が
送迎し
車があ

194                 
47.1%
278                 

48.6%
88                   

39.5%
111                 

36.5%

台 3台
194  61           

47.1% 14.8%
278  73           

48.6% 12.8%
88    34           

39.5% 15.2%
111  41           

36.5% 13.5%

車数〕

知らない
1 35                 
0% 8.5%
6 98                 
5% 17.1%
5 19                 
4% 8.5%
0 22                 
8% 7.2%

停の認知〕 

保有

保有

が 5 割を超える

も 1 割を超える

もともと運
許を持って
い）

なし（運
証を返納

45                    
10.9%

50                    
8.7%
22                    

9.9%
52                    

17.1%

が運転し
してくれる
ある

世帯に車
い

61                   
14.8%

73                   
12.8%

34                   
15.2%

41                   
13.5%

4台 5台
22                

% 5.3%
29                

% 5.1%
13                

% 5.8%
10                

% 3.3%

無回答
5 6            
% 1.5%
8 8            
% 1.4%
9 9            
% 4.0%
2 12           
% 3.9%

る 

る 

運転免許
納した）

無回答

15                  
3.6% 0.
11                  

1.9% 0.2
12                  

5.4% 0.
18                  

5.9% 2.3

車は無
無回答

22                   
5.3% 0.2
29        3           

5.1% 0.5
13        4           

5.8% 1.8
10        8           

3.3% 2.6

台以上 無回答
1       64           

0.2% 15.5
3       51           

0.5% 8.9
4       38           

1.8% 17.0
8       68           

2.6% 22.4

 

3 
7%
1 
2%
2 
9%
7 
3%

1
2%
3
5%
4
8%
8
6%

4
5%
1
9%
8
0%
8
4%



 

 

（２） 市民

① 普段

 全て

まし

 公共

てい

況で

 次い

バス

 70 歳

知人

動車

 
 〔公共交通

通勤

 

 
 

民アンケー

段よく利用す

ての性別・年

した。 

共交通の利用

います。半数

です。 

いで、自動車

スは３位以下

歳以上では、

人による送迎

車（自分で運

通の利用頻度 
勤・通学時 N

ト調査結果

する移動手段

年代・地域に

用頻度は、通

数以上の世帯

車（家族や知

下です。 

自動車（自

迎）、鉄道、路

運転）以外の

N=1,520〕  

果 

段 

に関係なく、

通勤・通学時、

帯で、２台以

知人による送

自分で運転）

路線バス、タ

の移動手段の

図 IV-１７

   〔通院

 

図 IV-１８ 

自動車（自

、通院時、買

以上の自動車

送迎）での移

の割合が他

タクシーの割

の存在が重要
 

 
普段よく利用す

院時 N=1,520

目的別公共交通

分で運転）

買い物時とも

車を保有して

移動が多く、全

他の年齢層と

割合が高くな

要となります。

る移動手段 

0〕    

通の利用頻度

が 77.4％で

も「利用しな

おり、自動

全体の 23.5

比較して低

なっています

。 

 〔買い物時

も多い結果

ない」が も多

車への依存

％です。鉄道

低く、自動車

す。高齢にな

時 N=1,520〕

45

果となり

多くなっ

が高い状

道、路線

（家族や

ると、自

 

5 
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  再掲〔世

   
 

② 外出

 普段

 外出

 70 歳

です

世帯の合計保有

出頻度、外出

段の外出品頻

出の主な目的

歳以上に着目

す。 

有自動車数 N=

 

出の主な目的

頻度は、「１週

的は、「買物」

目すると、「週

=1,520〕 

的 

週間のほぼ毎

」が も多く

週に３〜４回

図 IV-

図 IV-

吹上地
(N=304

日吉地
(N=223

居
住
地
域
別

東市来
(N=412
伊集院
(N=572

〔地域別

2 台以上保有

毎日外出」が

く 40.2％、次

回の外出」が

-１９ 普段の外出

-２０ 外出の主な

1台
7          

17.
13         

24.
4          

20.
6          

21.
地域
4)

地域
3)

来地域
2)

院地域
2)

世帯の合計保

有している世帯

が も多く、

次いで「通勤

が多く、外出

出頻度 

な目的

2台
70 194           
0% 47.1%
38 278           
1% 48.6%
46 88             
6% 39.5%
66 111           
7% 36.5%

保有自動車数〕

帯が 5 割を超え

43.6％です

勤」が 31.4％

出の主な目的

3台 4台
61        2           

14.8% 5.3
73        2           

12.8% 5.
34        1           

15.2% 5.8
41        1           

13.5% 3.3

〕

える

 

す。 

％です。 

的は「買物」、

5台以上 無
22 1                
3% 0.2%
29 3                
1% 0.5%
3 4                
8% 1.8%
0 8                
3% 2.6%

「通院」

 

 

無回答
64       

15.5%
51       

8.9%
38       

17.0%
68       

22.4%
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③ 公共交通の満足度 

 不満が高い（「不満」「やや不満」との回答率が高い）項目として「屋根や椅子などバス停の

待合い環境」「運行本数」「運行ダイヤ」が挙げられます。 

 満足度が高い（「満足」「やや満足」との回答率が高い）項目として「自宅からバス停までの

距離」「目的地までの所要時間」「運賃」が挙げられます。 

 満足度調査結果を踏まえた、路線バスの運行サービス、利用環境改善が必要です。 
 

〔公共交通の満足度〕 

  
 

図 IV-２１ 公共交通の満足度 
  

4.2%

3.5%

3.2%

5.5%

6.2%

5.9%

25.7%

6.1%

7.2%

8.7%

6.7%

11.2%

4.5%

4.6%

満足

9.5%

9.1%

6.0%

11.3%

14.3%

10.6%

15.3%

10.2%

13.1%

14.9%

13.7%

11.8%

11.1%

11.9%

やや満足

61.1%

55.7%

50.9%

63.2%

54.3%

60.8%

43.8%

53.1%

64.2%

66.5%

59.2%

62.6%

50.4%

46.7%

どちらでもない

16.3%

19.6%

25.3%

13.0%

16.0%

13.9%

8.2%

17.9%

8.5%

6.8%

12.4%

10.0%

19.9%

20.6%

やや不満

8.8%

12.0%

14.7%

7.0%

9.2%

8.9%

7.0%

12.7%

7.0%
3.2%

8.0%

4.4%

14.1%

16.2%

不満

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑭総合的な公共交通のサービス内容

⑬バス停における到着時刻表や路線図など情報

⑫屋根や椅子などバス停の待合い環境

⑪車両や施設の段差・階段などバリアフリー対応

⑩時刻表や路線図のわかりやすさ

⑨（バスとバス、鉄道とバスとの）乗り換えついて

⑧自宅からバス停までの距離

⑦ 終便の時間

⑥始発便の時間

⑤目的地までの所要時間

④運行経路（行き先・経由地）

③運賃

②運行ダイヤ

①運行本数

凡例
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④ 免許

 免許

多く

 70
かせ

感じ

 高齢

 

 
 再掲〔自動

 

 

許返納に対す

許返納に対す

くなっていま

歳以上に着

せないため運

じており、運

齢者が免許返

動車免許保有状

する考え 

する考えの設

ます。 

目すると、

運転免許証を

運転免許証の

返納できる公

状況 N=1,520

 

設問では、「運

「加齢により

を返納できな

の返納を考え

公共交通の利

図 IV-２

0〕 

 
8 割

 

吹上
(N=

日吉
(N=

居
住
地
域
別

東市
(N=
伊集
(N=

〔地域別

運転免許証の

運転能力の

ない」との回答

えている」と

利用環境を整

 
２２ 運転免許返

 
 
 

 

割以上が自動車

自動車
許あり

      

      

      

      上地域
=304)

吉地域
=223)

市来地域
=412)
集院地域
=572)

別 自動車免許

の返納を考え

の低下を感じ

答は 31.2％、

の回答は 7.3

整備すること

返納意向 

車運転免許保有

車運転免
り

自動二輪
運転免許
あり

339                
82.3%
499                

87.2%
180                 

80.7%
219                 

72.0%

許保有状況〕

えたことはな

ているが、車

、「加齢によ

3％となって

が重要です。

有

輪・原付
許のみ

なし（もとも
転免許を
いない）

10                   
2.4%
11                   

1.9%
7                    

3.1%
8                    

2.6%

ない」が 68.8％

車の運転が生

り運転能力

ています。 

。 

もと運
持って

なし（運転免
証を返納し

45                   
10.9%

50                   
8.7%
22                   

9.9%
52                   

17.1%

％で も

生活に欠

の低下を

免許
した）

無回答

15   3            
3.6% 0.7%
11   1            

1.9% 0.2%
12   2            

5.4% 0.9%
18   7            

5.9% 2.3%

 

 



 

 

⑤ 今後

 今後

るか

るか

 今後

いな

しよ

答が

 今後

です

 

 

後の公共交通

後の公共交通

から続けてほ

から続けてほ

後の公共交通

なかったが、

ようと思う」

が 71.0％です

後は、公共交

す。 

通の運行、利

通の運行に対

ほしい」「自分

ほしい」）」と

通の利用に対

今後は利用

「今まで利用

す。 

交通利用意向

利用に対す

対する考えを

分がよく利用

との回答が 78

対する考えを

用しようと思

用していたが

向の高い高齢

図 IV-２３ 今後

図 IV-２４ 今

る考え 

を問う設問で

用しているか

8.6％です。

を問う設問で

思う」「今まで

が、今後はこ

齢者が、実際

 
後の公共交通の運

今後の公共交通

では、「続けて

から続けてほ

 

では、「利用し

で利用してい

これまで以上

際に公共交通

運行に対する考え

通の利用意向

てほしい（「

ほしい」「家族

しようと思う

いたが、今後

上に利用しよ

利用の行動

え 

市民の足と

族がよく利用

う（「今まで利

もこれまで通

うと思う」）

を起こす取組

49

なってい

用してい

利用して

通り利用

」との回

組が必要

 

9 
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（３） 実証試験 

市民アンケート調査において『気軽に乗れる市内周遊バスを運行してほしい』という要望が複

数挙げられました。 

 

〔市民アンケート結果 公共交通に対する自由意見〕 

 
・日置市全体をめぐるバスも日に 1 回くらいあったら遠くへも行けると思う。入来浜や日吉の

海岸など温泉巡りなどいつでも行ける観光バスのようなものも必要である。伊作峠から海

岸久多島まで乙女月街道として亀丸城などを経て観光目的のバスも月に 1 回くらいは走っ

てほしい。(70 歳以上/女性/吹上) 

・美山に観光に来られた方が東市来駅からのバスの便がなく不便そうだった。せっかくの観光

地なので美山行のバスを運行し案内ができると良い。(40 歳代/女性/東市来) 

・コミュニティバスだが、同じ日置市なので、こけけバスを伊集院まで、ゆすいん号を東市来

町まで走らせてもいいのでは？月に 1 回程度で利用する人が楽しむことが出来るのでは？

(60 歳代/女性/東市来) 

・運賃は割高になるが、日置市内 4 地域への利用が出来ればありがたいと思う。(70 歳以上/
男性/日吉) 

・市内一円周遊、買い物、通院、通学、バスを運行してほしい。市民に公共交通の利用を呼び

かけを。(70 歳以上/男性/東市来) 

 

また、本市上位計画である第 2 次日置市総合計画においては、「交流促進につながる道路と公

共交通の整備推進」として「市内 4 地域の交流促進を図るための道路整備と公共交通の整備に取り

組みます」とうたわれており、日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略においても、基本目標③「訪

ねてよし ひおき」で「1 ひおきの魅力を PR し、交流人口を増やすための取組 新観光戦略事

業」として交流人口の増加を図ることがうたわれています。 

そこで、市民及び観光客を対象とした公共交通を利用した交流人口拡大のための方策を検証す

るため、実証試験を実施しました。 

なお、市民アンケート調査において、自家用自動車への依存度が高く、公共交通に対する認知

度が低いという結果が出ていることから、交流人口拡大のための方策検証に加え、公共交通を利用

する可能性が高い高齢者・子供の、公共交通に対する認知度向上を図ることも狙いとしました。 
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調査の狙い 

市民及び観光客を対象とした、公共交通を利用した交流人口拡大のための方策を
検証 

・市民・観光客の市内地域間移動の潜在需要の把握 

・公共交通を利用する可能性の高い高齢者・子供の公共交通に対する認知度向上

・公共交通を活用した旅の需要の把握 

調査方法 

東市来・伊集院地域の市民モニターは日吉・吹上地域に、日吉・吹上地域の市民
モニターは東市来・伊集院地域に、それぞれ物産館や史跡、観光スポットを巡る
バスツアーを実施し、モニターアンケートによって、普段の移動実態、立寄り先
の満足度・再訪意向、消費額などを把握する。 

あわせて、観光ガイドに同乗してもらいアンケートによって、観光客の移動ニー
ズや立寄り先の立ち寄りやすさ、公共交通を利用して市内周遊してもらうための
注意点を把握する。 

実施時期 平成 28 年 2 月 25 日（土）、26 日（日） 

コース 
A 東市来・伊集院地域 

⇒日吉・吹上地域 

B 日吉・吹上地域 

⇒東市来・伊集院地域 

主な対象者 祖父母と孫、高齢者等で構成されるグループ 

参加者数 

2 月 25 日（土） 

・観光ガイド 2名 

・市民モニター大人 8名、子供 2名 

・事務局 1名 計 13 名 

2 月 26 日（日） 

・観光ガイド 2名 

・市民モニター大人 9名 

・事務局 1名 計 12 名 

2 月 25 日（土） 

・観光ガイド 2名 

・市民モニター大人 12 名、子供 1名 

・事務局 1名 計 16 名 

2 月 26 日（日） 

・観光ガイド 2名 

・市民モニター大人 8名、子供 4名 

・事務局 1名 計 15 名 

起終点 日置市役所 吹上支所・日吉支所 

立
寄
り
先 

物産館 
城の下物産館、吉利物産店 

かめまる館、江口蓬莱館 
城の下物産館、江口蓬莱館 

歴史 

・史跡 

伊集院駅（島津義弘公銅像） 

園林寺跡、大汝牟遅神社・千本楠 

城山公園（一宇治城跡） 

伊集院駅前（島津義弘公銅像） 

徳重神社・妙円寺 

風景 遠見番山 遠見番山 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ 伊作亀丸城跡（城跡探訪） 
片平観光農園（いちご狩り） 

美山（まち歩き） 

昼食 吹上砂丘荘 美山 

 
表 IV-9 実証試験の概要表 
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 回答者属性は以下のとおり。 

       〔性別 N=50〕         〔年代 N=50〕         〔居住地域 N=50〕 

       
 

① 普段の移動実態 

 普段の外出頻度は「週に 3～4 日」が 48.8％で も多く、よく利用する移動手段は「自動車（自

分で運転）」が 74.4％と 7 割以上となっています。 

 居住地域外への移動実態は、「週に 1 回以上」と「月に 2～3 回程度」がそれぞれ 34.9％で

も多く、「月に 1 回程度」の 2.3％と合計すると 72.1％と 7 割以上が月に 1 回以上、居住地域

外へ移動しています。 
 
  〔普段の外出頻度 N=43（大人+観光ガイド）〕    〔よく利用する移動手段 N=43（大人+観光ガイド）〕 
 
 

    
 
 
 
 
 〔居住地域外への移動頻度 N=43（大人+観光ガイド）〕 

 

男性

26.0%

女性

68.0%

無回答

6.0%
10歳未満

14.0%
30代
2.0%

40代
4.0%

50代
12.0%60代

44.0%

70歳以上

24.0%

東市来

6.0%

伊集院

54.0%
日吉

20.0%

吹上

20.0%

1週間の

ほぼ毎日

30.2%

平日はほぼ毎日

16.3%

週に

3～4日
48.8%

週に1～2日
2.3%

無回答

2.3%

週に

1回以上

34.9%

月に2～3回程度

34.9%

月に1回程度

2.3%

2～3か月に1回程度

16.3%

半年に1回程度

7.0%

無回答

4.7%

74.4%

20.9%

18.6%

11.6%

9.3%

9.3%

4.7%

4.7%

2.3%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自動車（自分で運転）

自動車（家族や知人による送迎）

無回答

鉄道

路線バス

タクシー

病院等の送迎バス

自転車

自動二輪・原付

乗合タクシー
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② ツアー立寄り先の満足度・再訪意向 

 全ての立寄り先で「大変良かった」と「まあまあ良かった」の合計が 6 割以上となり、再訪

意向も 7 割以上となっています。 
 

〔ツアー立寄り先の満足度〕 

 
※非該当、無回答を除く 

〔ツアー立寄り先の再訪意向〕 

 
※非該当、無回答を除く

19.6%

17.0%

47.4%

20.0%

63.2%

72.2%

41.2%

47.4%

39.5%

72.5%

25.0%

21.4%

35.7%

61.5%

58.7%

55.3%

36.8%

45.0%

31.6%

22.2%

52.9%

47.4%

41.9%

22.5%

64.3%

64.3%

46.4%

34.6%

21.7%

23.4%

15.8%

25.0%

5.3%

5.6%

5.9%

5.3%

16.3%

5.0%

7.1%

14.3%

14.3%

3.8%

4.3%

10.0%

3.6%

3.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島津義弘公銅像(N=46)

城の下物産館(N=47)

園林寺跡(N=19)

吉利物産店(N=20)

かめまる館(N=19)

大汝牟遅神社・千本楠

(N=18)

伊作亀丸城跡(N=17)

吹上砂丘荘(N=19)

江口蓬莱館(N=43)

遠見番山(N=40)

城山公園・一宇治城跡

(N=28)

徳重神社・妙円寺(N=28)

片平観光農園(N=28)

美山(N=26)

大変良かった まあまあ良かった どちらとも言えない あまり良くなかった 良くなかった

24.2%

30.3%

46.7%

25.0%

56.3%

46.7%

40.0%

53.3%

46.2%

55.2%

55.6%

29.4%

36.8%

64.7%

51.5%

57.6%

46.7%

62.5%

37.5%

53.3%

53.3%

46.7%

50.0%

41.4%

38.9%

70.6%

47.4%

35.3%

24.2%

12.1%

6.7%

12.5%

6.3%

6.7%

3.8%

3.4%

5.6%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

島津義弘公銅像(N=33)

城の下物産館(N=33)

園林寺跡(N=15)

吉利物産店(N=16)

かめまる館(N=16)

大汝牟遅神社・千本楠

(N=15)

伊作亀丸城跡(N=15)

吹上砂丘荘(N=15)

江口蓬莱館(N=26)

遠見番山(N=29)

城山公園・一宇治城跡

(N=18)

徳重神社・妙円寺(N=17)

片平観光農園(N=19)

美山(N=17)

是非行きたい 機会があれば行きたい 一度行ったので、また行きたいとは思わない
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③ 消費額 

 物産館等でのツアー中の消費額について、自分のための品物は 500 円未満が 34.6％で も多

く、平均は 993.8 円でした。家族や友人・知人のためのお土産品は 1,000～2,000 円が 41.9％
で も多く、平均は 2,005.0 円、昼食以外の飲食は 500 円未満と 1,000～2,000 円がそれぞれ

50.0％となり、平均は 871.5 円、その他は 1,000～2,000 円が 75.0％で も多く平均は 1,912.8
円、合計は 2,000～3,000 円が 34.4％で も多く平均は 2,639.2 円、6 割以上が 2,000 円以上購

入していました。 
〔ツアー中の消費額〕 

 
 

④ 観光ガイド 公共交通を利用して市内周遊してもらうための注意点 

 公共交通を利用して市内周遊してもらうための注意点として、「バス停や駅から目的地への距

離」が 29.4％で も多く、次いで「バス停や駅から目的地への立寄りやすさ（バリアフリー）」

と「公共交通でのアクセス方法に関する情報発信」がそれぞれ 17.6％となりました。 
 

〔公共交通を利用して市内周遊してもらうための注意点〕 

 
 

⑤ まとめ 

 「市内に住んでいながら行ったことのない場所（城山公園、片平観光農園、美山、遠見番山）

に行けたので良かった」といった声が多く聞かれ、物産館等でも旬の野菜や果物、花などが

多く買い求められていました。 

 市内周遊バスの運行によって、特に高齢者の外出機会の増加、地域外移動による消費の拡大

が見込まれますが、現行の公共交通網では乗換えが発生します。公共交通を利用することに

よるメリットや関連施設等との連携が必要になります。  

34.6%

9.7%

50.0%

6.3%

19.2%

9.7%

6.3%

26.9%

41.9%

50.0%

75.0%

21.9%

11.5%

16.1%

34.4%

7.7%

16.1%

25.0%

21.9%

6.5%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のための品物(N=26)

家族や友人・知人のためのお土産(N=31)

昼食以外の飲食(N=4)

その他(N=4)

合計(N=32)

500円未満 500～1,000円 1,000～2,000円 2,000～3,000円 3,000～5,000円 5,000円以上

29.4%

17.6%

17.6%

11.8%

11.8%

5.9%

5.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

バス停や駅から目的地への距離

バス停や駅から目的地への

立寄りやすさ（バリアフリー）

公共交通でのアクセス方法に関する情報発信

バスや電車の本数

公共交通を利用した観光客を対象とした

割引サービスなどの特典

バスや電車の料金

無回答
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居住者）。 
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（３） その
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9,1

54,3
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４ 取り組むべき課題 

（１） 公共交通網に関する課題 

① 幹線・支線の役割の明確化（わかりやすい路線網の構築） 

民間路線バス、コミュニティバス、乗合タクシーが運行していますが、路線が重複してい

る区間が存在していたり、また情報提供も十分とは言い難い状況にあり、利用者にとってわ

かりにくくなっています。できるだけ、わかりやすい路線網を構築する必要があります。 

② 日常生活の移動ニーズ、移動量に適した移動サービスの提供 

日常生活の移動を担うコミュニティバス、乗合タクシーの利用者 1 人あたりの行政負担額

は、平成 27 年度のコミュニティバスでは 218〜1,443 円、乗合タクシーは 712〜895 円とばら

つきがあります。移動ニーズを満たすとともに、移動量に適した移動サービスへの見直しを

検討する必要があります。 

③ 不便な地域の解消を含む地域内の移動利便性向上 

コミュニティバス、乗合タクシーが導入されていますが、いまだに人口の 18.7％が公共交

通不便地域に居住しています。不便な地域の解消を含む地域内の移動利便性の向上が必要で

す。 

④ 交通結節点における乗継環境、利用環境の向上 

交通結節点における鉄道と路線バス、鉄道・路線バスとコミュニティバス、乗合タクシー

乗継、利用環境の向上が必要です。 
 

（２） 利用促進に関する課題 

① わかりやすい情報提供（路線図、時刻表など） 

市民アンケート調査では、バス路線、運行ダイヤがわかりにくいという意見が多数挙げら

れました。わかりやすい情報提供が必要です。 

② 「公共交通を守り、育てる」意識の醸成 

市民アンケート調査では、全ての性別・年代・地域に関係なく、自動車利用に強く依存し

ていることが明らかとなりました。高齢者等の移動手段を確保するためにも「公共交通を守

り、育てる」意識の醸成が必要です。 

③ 新たな利用者の掘り起こし 

公共交通利用者数は横ばい傾向にあります。人口減少が予想される中、持続的に移動を確

保するためには新たな利用者の掘り起こしが必要です。 

④ 観光需要への対応 

地域に点在している観光スポットへの移動手段を確保し、観光需要に対応する必要があり

ます。 
 

（３） 協働・連携に関する課題 

① 地域住民との協働推進、連携強化 

地域の実態に も精通している地域住民と一体となり公共交通の改善、利用促進を行う必

要があります。 

② 沿線の商業施設、観光施設、医療機関等との連携 

地域の継続的な繁栄のため沿線の商業施設、観光施設、医療機関等と連携し、施設の集客、

公共交通の利用促進を図る必要があります。 
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V. 基

１ 計画
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（２） 各種交通機関の役割 

既存の公共交通を区間に分割し、各区間が求められる役割に応じて、広域幹線、市内幹線、地

域内交通に位置づけます。 
 

区分 交通機関 対 象 役 割 

広域幹線 

鉄道 JR 鹿児島本線 
・高校の通学・通勤、観光移動等での他都市と

の広域移動を担う広域幹線として位置づけま

す。 路線バス 

本市と鹿児島市、

南薩、北薩を結ぶ

路線バス 

空港バス 空港バス 
・日置市内の拠点と鹿児島空港を結ぶ移動手段

として位置づけます。 

高速バス 高速バス 
・日置市と県都鹿児島市を結ぶ移動手段として

位置づけます。 

市内幹線 路線バス 

伊集院、湯之元、

日置、伊作を結ぶ

路線バス 

・市内の通学、地域間の移動を担う市内幹線と

して位置づけます。 

地域内交通 

コミュニティ

バス 

東市来地域、伊集

院地域、吹上地域

を運行するコミュ

ニティバス 

・通学、通勤、買物、通院といった日常生活の

ための移動を担う路線として位置づけます。

・隣接市や市内の他地域への移動については広

域幹線、市内幹線の駅やバス停（乗継拠点）、

地域の拠点となる場所（小さな拠点）で乗り

継ぎます。 
乗合タクシー 

伊集院地域、吹上

地域、日吉地域を

運行する乗合タク

シー 

公共交通空白

地有償運送 
現在なし 

・公共交通不便地域において、自家用車で移動

できない高齢者等の買物、通院利用を前提と

して鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗

合タクシーを補完するものに位置づけます。

 

買物ツアー 
藤元地区における

取組 

タクシー ― 

・少人数で自由に移動できる移動手段として位

置づけます。 

・グループタクシーなど、複数人で利用する仕

組みでの運用も行います。 

その他 

スクールバ

ス・スクール

タクシー 

・小中学校の通学

確保が必要な路

線 

・小・中学生の通学を担う路線として位置づけ

ます。 

その他 ― 
・上記の他に、レンタサイクルなども端末手段

として位置づけます。 
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３ 計画目標及び目標を達成するための事業の体系 

 
基本方針 目標 事業 実施主体 

方針１ 
市民の安

心・安全と

交流を支え

る公共交通

網の形成 

(1) 「住んでよし 

ひおき」 
 
〜若い世代も住

み続けたくなる

ような、高校の通

学、通勤、企業活

動に係る移動の

利便性向上〜 

①本市内の高校への通学環境向上、地域内の

交流促進に資する広域幹線・市内幹線の充

実 

日置市 
交通事業者 
 

②市外の高校への通学・企業への通勤環境向

上に資する広域幹線の充実 
日置市 
関係市 
交通事業者 

③空港アクセスの維持 日置市 
交通事業者 
 

④交通結節点における乗継環境・待合環境整

備 
日置市 
交通事業者 
 

⑤公共交通機関間の乗継改善 
 

交通事業者 
 

(2) 「ふれあいあ

ふれるまち ひ

おき」 
 
〜高齢者等が安

心して暮らせる

ような、日常生活

に係る移動の利

便性の向上〜 

⑥地域ニーズへの対応、交通空白地域削減に

資する地域内交通の見直し 
日置市 
交通事業者 
 

⑦地域内交通への買物代行、見守り代行等の

旅客輸送以外の機能追加の検討 
日置市 
交通事業者 
関連事業所・施設 

⑧交通空白地域における地域との協働によ

る新たな移動手段の導入検討 
日置市 
交通事業者 
市民 

⑨バス停の待合環境の整備 日置市 
交通事業者 
市民 

方針２ 
来訪者が円

滑に移動で

きる環境づ

くり 

(3)「訪ねてよし 

ひおき」 
 
〜ひおきへの新

しい人の流れを

つくるような、移

動環境の創造・情

報発信〜 
 
 

⑩鉄道駅発の観光タクシー事業 日置市 
交通事業者 
関連事業所・団体 

⑪温泉、史跡、物産館等へのアクセス手段に

関する情報提供 
日置市 
交通事業者 
関連施設・団体 

⑫周遊促進策の検討 
 

日置市 
交通事業者 
関連事業所・団体 
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方針３ 
多様な関係

主 体 の 連

携・協働に

よる「公共

交通に関す

る 意 識 改

革」の実行 

(4) 公共交通の認

知度向上 
⑬公共交通マップ・総合時刻表の作成・配布 日置市 

交通事業者 
 

⑭乗換検索できる環境の構築 日置市 
交通事業者 
 

⑮交通結節点における案内情報の提供 
 

日置市 
交通事業者 
 

⑯公共交通に関するイベントの開催 日置市 
交通事業者 
 

(5) 地域で公共交

通を守り・育てる

意識の醸成 
 

⑰ターゲットを絞った 
モビリティ・マネジメント 

 －高齢者 
 －高校生 
 －転入者 
 －市内の他地域の施設を巡る移動ニーズ 
 

日置市 
交通事業者 

⑱公共交通の乗り方教室の開催 
 －高齢者 
 －小学生・園児等 

日置市 
交通事業者 
市民 

⑲商業施設等との連携策の検討 日置市 
交通事業者 
関連事業所・施設 

⑳地域組織の運営支援 日置市 
交通事業者 
市民 
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４ 目標を達成するための事業 

「目標(1) 住んでよし ひおき」を達成するための事業 

 
① 本市内の高校への通学環境向上、地域内の交流促進に資する広域幹線・市内幹線の充実 

現  状 ◆本市内の高等学校では公共交通による通学があります。伊集院高等学校では全校生徒

688 人中 427 人、吹上高等学校では 347 人中 75 人、鹿児島城西高等学校では 1,197 人

中 104 人、鹿児島育英館高等学校では 64 人中 10 人が公共交通で通学しています。 

◆吹上高等学校では、鹿児島方面とつなぐ路線バスが 寄りバス停（さつま湖）に停車

せず、徒歩 10 分ほど離れたバス停（伊作）に停車しています。 

◆市民アンケート調査では次のような意見が複数挙げられています。 

 －7 時前に伊集院駅に到着する便の設定 

 －伊集院駅発の 終便が早すぎる 

◆第２次日置市総合計画では、市内の地域をつなぐ公共交通網の整備を推進することで

地域間の心理的距離感を払拭し、地域内の交流促進、さらなる一体感の醸成、個々の

観光資源を繋ぐことによる観光振興が期待されると示されています。 

◆地方公共交通特別対策事業（廃止路線代替バス運行支援）及び地域間幹線系統確保維

持費補助の対象路線となっている路線バスの平成 27年度の利用者数は 708,343 人であ

り概ね横ばいで推移しています。 

◆一方、これらの路線は運行を維持するために平成 27 年度は 2,540 万円の行政負担を

行っており、増加傾向にあります。 

事業内容 ●限られた交通資源を 大限活用するため、路線バスの運行頻度は維持し、地域の移動

ニーズにきめ細かく対応できるように路線バスの路線変更、ダイヤ変更を検討します。

あわせて利用促進を図ります。 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
 
② 市外の高校への通学・企業への通勤環境向上に資する広域幹線の充実 

現  状 ◆市外の通勤・通学の中でも、鹿児島市への通勤が 5,310 人、通学が 861 人と多く、15
歳以上の通勤通学者のうち 4 人に 1 人は鹿児島市へ通勤・通学しています。また、鹿

児島市から本市への通勤・通学も多くなっています。 

◆市民アンケート調査結果では、鹿児島市内への通学に関する意見が挙げられました。 

 －朝夕は子供の通学（鹿児島市内）のため、ほとんど毎日車での送迎をしていた。帰

りの夕方の迎えは大変で、駅前はいつも車で混んでいる。JR の電車の時刻に合わせ

たバスがあればいいのにといつも思っていた。(40 歳代/女性/伊集院) 

◆市民アンケート調査では次のような意見が複数挙げられています。 

 －鹿児島中央駅〜加世田間を運行する路線バスの 終便を遅くしてほしい 

 －鹿児島駅発の 終便が早すぎる 

事業内容 ●限られた交通資源を 大限活用するため、路線バスの運行頻度は維持し、地域の移動

ニーズにきめ細かく対応できるように路線バスの路線変更、ダイヤ変更を検討します。

実施主体 日置市、関係市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
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③ 空港アクセスの維持 

現  状 ◆空港バスのうち、「湯之元～伊集院～小山田～鹿児島空港」と「日吉支所前～湯之元～

伊集院～鹿児島空港」を合計した利用者数の推移をみると、平成 27 年度は 11,104 人と

なっており、概ね増加傾向にあります。 

◆空港バスは地方公共交通特別対策事業（廃止路線代替バス運行支援）の対象路線となっ

ており、本市の平成 27 年度補助額は 13,528 千円であり横ばいで推移しています。 

事業内容 ●引き続き、空港アクセスを維持するとともに、事業所、市民の利用促進を図ります。 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度以降実施 

 
④ 交通結節点における乗継環境・待合環境整備 

事業内容 ●伊集院駅は、平成 29 年度に完成予定の駅前広場の改修に合わせて、乗継環境、待合環

境の整備を行います。鉄道から路線バス、コミュニティバス、乗合タクシーへ高齢者

等が安全に乗り継げるようにバリアフリー化を図るとともに、快適に待合いできる環

境を整備します。 

●湯之元駅、日置バス停、伊作バス停等の主要交通結節点における乗継環境、待合環境

の整備を検討します。 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 

 
⑤ 公共交通機関間の乗継改善 

事業内容 ●全域で、鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗合タクシー等の公共交通機関間の乗

継時間の適正化を図ります。乗継待ち時間が長時間とならないように、また高齢者、

障がい者等が確実に乗り継ぐことができる時間を想定し、運行時刻を設定します。 

実施主体 交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
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⑥ 地域ニ

市 全 域 

現  状 

【東市来地
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事業内容 

ふれあいあ
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することを
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【伊集院地

現  状 

事業内容 

地域の地域内

◆伊集院

バス、乗

ティバ

す。 

◆市民ア

―以前

雨風

―妙円

に行

―清藤

―飯牟礼

度に

―バス停

集院)
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【吹上地域

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 
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乗合タ

して高

◆バス路線

ます。

日置市

◆市民ア

流動が

◆市民ア

―高齢

いタ

吹上)

―鹿児

交通

―坊野

(JA、

●コミュ

●加えて

シーの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日置市、

平成 29 年

交通の見直し

域のコミュニ

クシーの利用

くなっていま

線から離れた

特に坊野、和

の平均値よ

ンケート調査

多くなってい

ンケート調査

になりバスを

クシーは自宅

) 

島市内の運転

を存続してほ

は伊作の方面

郵便局、支

ニティバスの

、地域ニーズ

運行範囲の拡

交通事業者 

年度検討 平

しの方向性】

ニティバスの

用者１人あた

ます。 

たところに人

和田では 36
りも高くなっ

査結果による

います。永吉

査では次の意

を利用したく

宅庭先まで来

転は出来ない

ほしいです。

面行のバスば

支所などある

の路線の統合

ズに対応した

拡大の検討を

平成 30 年度以

 

の平成 27 年

たりの負担額

人家が存在し

％、平鹿倉で

っています。

ると、買物、

吉地区の買物

意見などが挙

くても乗り降

来て下さるの

いので、バス

。(50 歳代/女

ばかり運行し

るため）(60 歳

合、乗合タク

た経路、ダイ

を行います。

以降実施 

年度の利用者

額は 895 円で

し、交通不便

では 31％、

 

通院ともに

物は伊集院地

挙げられまし

降りがままな

ので便利だな

スを利用して

女性/吹上) 

している。永

歳代/女性/吹

クシーへの移

イヤの変更、

 

１人あたりの

であり、日置

便地域の人口

永吉では 28

に地域に中心

地区への流動

した。 

ならなくなっ

なと思ってい

ています。こ

永吉行のバス

上) 

移行を検討し

交通空白地

の負担額は

置市の他の地

口比率が高く

8％、吹上で

心である伊作

動が多くなっ

った場合など

います。(60 歳

これからも大

スを運行して

し、効率化を

地域における

1,443 円、

地域と比較

なってい

は 22％と

作地区への

っています。

ど、乗り合

歳代/女性/

大切な公共

てほしい。

を図ります。

る乗合タク
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⑦ 地域内交通への買物代行、見守り代行等の旅客輸送以外の機能追加の検討 

現  状 ◆人口減少が進む中では、コミュニティバス、乗合タクシーの運行を継続するためには

需要に応じた効率化が不可欠となります。一方では、山間部などは運行する道路が限

られるため旅客輸送の効率化には限界があります。 

事業内容 ●全域で、旅客輸送のみならず、買い物代行、小貨物輸送サービスなどの多目的利用を

検討します。 

 

▼乗合タクシーの多目的活用の事例（京丹後市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 日置市、交通事業者、商業施設や医療機関等の関連事業所・施設 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
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⑧ 交通空白地域における地域との協働による新たな移動手段の導入検討 

現  状 ◆地域の移動を担うコミュニティバス、乗合タクシーが運行されていますが、市の約

18.7％が依然として交通空白地域として残されています。 

◆市民アンケート調査では、12.1％が「加齢により運転能力の低下を感じてはいるが、車

の運転が生活に欠かせないために運転免許を返納できない」、3.3％が「加齢により運転

能力の低下を感じており、運転免許の返納を考えている」と回答しました。 

◆これらの地域では、コミュニティバスや乗合タクシーを導入すると非効率となると想

定されます。 

事業内容 ●交通空白地域において地域との協働により、自家用有償旅客運送、タクシー活用制度、

グループタクシー、買物ツアーなどの新たな移動手段の導入を検討します。 

●交通空白地域の対応は、公共交通手段のみでは対応することは現実的ではないため、

関係部門と連携し、移動手段の確保を行います。 

▼交通不便地域におけるタクシー活用（事例：広島県竹原市など） 

・公民館に予約窓口を設置し、利用希望者は窓口に連絡、窓口はまとめてタクシーに

運行を依頼する方式 
例）仁賀乗合タクシー 

   運行日： 毎週 月曜日・水曜日 
   運行時間： 行き：上仁賀発 9：00  帰り：竹原駅発 15：00 
   運賃： 利用者 1 人 1 回 500 円 
  ≪利用方法≫ 
   利用者は、月曜日利用は金曜日 10 時まで、水曜日利用は月曜日の 10 時までに

公民館へ予約 
   前々日の 11 時までに公民館からタクシー事業者へ予約状況を連絡 

 

▼交通不便地域におけるグループタクシー（事例：山口市など） 

・グループをつくり、買物や通院など一般タクシーを利用される際に、タクシー運賃

から、利用券の金額を差し引いた料金を、乗り合わせた方々で負担する方式 
例）山口市のグループタクシー 

・駅やバス停などから離れた公共交通の利用が不便な地域にお住まいの高齢者を対象

に、タクシーを共同で利用する仕組みづくりに向けて、タクシー利用券を交付 
・1 人でも利用券が使用できるが、1 乗車につき 1 人 1 枚のみの使用となるので、乗り

合わせれば乗り合わせるほど、お得にタクシーが利用可能 
 

▼NPO による「買物デー（ジャンボタクシーの貸切運行）」（事例：日置市内藤元地区）

・月に 1 回、ジャンボタクシーの 
貸切運行を行い、車を持たない高 
齢者の支援を行っている 

 
 

実施主体 日置市、交通事業者、市民 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
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⑨ バス停の待合環境の整備 

現  状 ◆市民アンケート調査の不満が高い（「不満」「やや不満」との回答率が高い）項目とし

て「屋根や椅子などのバス停の待合い環境」が挙げられました。 

事業内容 ●全域で、バス停の利用者数、通学利用などをもとに整備優先度を設定し、バス停の待

合環境の整備を行います。 

●バス停の整備や維持管理を地域住民と協働で行うことで愛されるバス、バス停となる

ことを目指します。 

実施主体 日置市、交通事業者、市民 

実施時期 平成 29 年度以降実施 

 
 
 
 
 
「目標(3) 訪ねてよし ひおき」を達成するための事業 

 
⑩ 鉄道駅発の観光タクシー事業 

事業内容 ●ＪＲ鹿児島本線周辺地域で、日置市観光協会が主体となって進めている観光タクシー

を発展させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 日置市、交通事業者、事業に関わる商業施設や観光施設・関連団体 

実施時期 平成 29 年度以降実施 
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⑪ 温泉、

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 

 
⑫ 周遊促

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 

 

、史跡、物産

◆歴史あ

の舞台

●全域で

 

▼観

 

 

 

 

 

 

 

 

日置市、

平成 29 年

促進策の検討

◆市内周

地域の施

である物

人・知

◆一方で

やすさ

た市内周

●全域で

周遊を促

●現在の

そのた

●市内周

携し、

度が高

 

日置市、

平成 29 年

産館等へのア

る湯之元温泉

でもある徳重

、観光スポ

光スポットへ

交通事業者、

年度以降実施

討 

遊の実証実験

施設を巡る移

物産館等で消

人のために

、現在の公共

（バリアフ

周遊を検討す

、観光客及び

促進する策を

需要環境では

め、市内のイ

遊ツアーは、

市民の移動

まるような取

交通事業者、

年度検討 平

 

アクセス手段

泉郷や吹上温

重神社や妙円

ットへのアク

へのアクセス

、温泉施設や

施 

験では、参加

移動ニーズ」

消費行動が行

2,000 円程度

共交通網では

リー）、公共

する上での課

び市民の市内

を検討します

は、市内周遊

イベント開催

、観光協会、

・地域の経済

取組となるよ

、事業に関わ

平成 30 年度以

段に関する情

温泉郷、また

円寺など数多

クセス手段に

ス手段に関す

や物産館など

加者の満足度

」があること

行われ、平均

度が消費され

は、バス停や

共交通でのア

課題となるこ

内の周遊に利

す。 

遊の定期路線

催等にあわせ

、立ち寄り先

済活動が活発

ように検討し

わる商業施設

以降実施 

情報提供 

た、多くの窯

多くの観光ス

に関する情報

する情報提供

ど観光施設・

度、立寄り先

とが確認され

均すると自分

れました。

や駅から観光

クセス方法

ことが明らか

利用可能な公

線を設定する

せた市内周遊

先となる物産

発化するとと

します。 

設や観光施設

窯元が立ち並

スポットがあ

報提供します

供の例（JR 東

・関連団体 

先への再訪意

れました。ま

分のために 1,

光スポットま

の情報発信等

かとなりまし

公共交通網を

ることは効率

遊ツアーの検

産館、観光施

ともに、公共

設・関連団体

並ぶ美山、妙

あり、点在し

す。 

東日本） 

意向が高く、

また、周遊の

,000 円程度、

までの距離、

等が、公共交

した。 

を形成すると

率的ではあり

検討から着手

施設、商業施

共交通の認知

体 

妙円寺詣り

しています。

「市内の他

の立寄り先

、家族や友

立ち寄り

交通を用い

とともに、

ません。

手します。 

施設等と連

知度・関心
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「目標(4)公共交通の認知度向上」を達成するための事業 

 
⑬ 公共交通マップ・総合時刻表の作成・配布 

現  状 ◆市民アンケート調査では、路線やダイヤがわかりにくいという意見が多く挙げられま

した。 

事業内容 ●市全域の公共交通を分かりやすく示したマップ、鉄道、路線バス、コミュニティバス

等の時刻が掲載された総合時刻表を作成します。 

 

▼公共交通マップの例（岩国市）、総合時刻表の例（宇部市・山陽小野田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 

 
⑭ 乗換検索できる環境の構築 

現  状 ◆市民アンケート調査では、路線図、時刻表、運賃等の情報提供に関する意見が多数挙

げられました。 

事業内容 ●全域で、パソコンやスマートフォン等で乗換検索できる環境の構築を検討します。 

 

▼自治体が乗換検索できる環境 

づくりに取り組んだ例（広島県） 

 

 

 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
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⑮ 交通結

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 

 

結節点におけ

◆市民ア

―バス

にバ

◆湯之元

提供を検
 
▼鉄道駅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼バス乗

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日置市、

平成 29 年

ける案内情報

ンケート調査

の運行ルー

スが来るのか

駅、日置バ

検討します。

における情報

り場における

交通事業者 

年度検討 平

報の提供 

査では、路線

トや時間が分

かこのバスで

ス停、伊作バ

。 

報提供の事例

る情報提供の

平成 30 年度以

線図、時刻表

分かりにくい

でいいのか不

バス停等の主

例（広島市）

の事例（広島

以降実施 

表に関する意

い。また、バ

不安で乗れな

主要交通結節

 

島市） 

意見が多数挙

バス停の表示

ない。(40 歳代

節点ではわか

挙げられまし

示など見てい

代/男性/伊集

かりやすい案

した。 

いると本当

集院) 

案内情報の

 



 

 

⑯ 公共交

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 

 
 
 
 

交通に関する

◆市民ア

域に関係

２台以

◆このよ

◆市民ア

はどう

乗り物

てば、

るとき

ると思

●全域で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日置市、

平成 29 年

るイベントの

ンケート調査

係なく、自動

上の自動車を

うな状況では

ンケートでは

か。保育園や

なら愛着がわ

大人も一緒に

にはできない

う。(30 歳代

、市民が公共

交通事業者 

年度検討 平

 

の開催 

査結果では、

動車(自分で

を保有してお

は、市民に公

は、「バスの

や幼稚園、小

わいて、バス

に乗ることに

い会話の時間

代/女性/伊集院

共交通を認知

▼公共交

平成 30 年度以

、普段よく利

で運転)が も

おり、自動車

公共交通を認

の定期的ボデ

小学校の子供

スに興味を示

になるし、移

間もいいと思

院)」という

知し、親しみ

交通利用促進

以降実施 

利用する移動

も多い結果と

車への依存が

認知してもら

ディペインテ

供達や、若者

示してくれる

移動中外の景

思ってもらえ

意見が挙げ

みをもっても

進イベントの

動手段は、全

なりました

が高い状況で

らうイベント

ィングのイベ

者（高齢の人

るのではない

景色でも眺め

えれば、今後

られています

もらうイベン

の事例（広島

全ての性別・

。半数以上

です。 

ト（活動）が

ベントを開催

人）も自分の

いか。子供が

めながら、運

後も利用する

す。 

ントの実施を

島県） 

75

年代・地

の世帯で、

が有効です。

催してみて

の関わった

が興味をも

運転してい

る人が増え

を検討しま

5 
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「目標(５) 地域で公共交通を守り・育てる意識の醸成」を達成するための事業 

 
⑰ ターゲットを絞ったモビリティ・マネジメント 

事業内容 ●自動車への依存が高い状況では、公共交通への利用転換は容易ではありません。全域

で、公共交通の利用可能性が高いターゲットに絞ったモビリティ・マネジメントを行

います。 

●免許返納、公共交通の利用促進をあわせた高齢者を対象としたモビリティ・マネジメ

ントを実施します。 

●市内の高校への公共交通を利用した通学方法を示した資料の配布等を行う、高校生を

対象としたモビリティ・マネジメントを実施します。 

●転入届提出時に日置市バスブック、バスマップ等の配布を行う、転入者モビリティ・

マネジメントを実施します。 

●市内周遊の実証実験で確認された「市内の他地域の施設を巡る移動ニーズ」をターゲッ

トとして、日置市の魅力を再発見してもらうとともに、公共交通での移動のメリット

を体験してもらう取組を検討します。 

実施主体 日置市、交通事業者 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
 
⑱ 公共交通の乗り方教室の開催 

現  状 ◆自治会等の要請に応じ出前講座を実施し、乗合タクシー等の利用方法を周知していま

す。 

事業内容 ●全域で、まだ自動車利用の依存度が高くない小学生、園児、および公共交通利用の必

要性が高まっていく高齢者を対象として公共交通の乗り方教室を開催します。 

実施主体 日置市、交通事業者、市民 

実施時期 平成 29 年度以降実施 
 
⑲ 商業施設等との連携策の検討 

事業内容 ●全域で、商業施設、医療機関等の公共交通沿線施設と連携して、公共交通利用を促進

するとともに、高齢者の外出促進・支援等を行います。 

●商業施設と連携して買物難民対策としての宅配、リハビリ等を行っている事例を参考

にしながら地域で実行できることを検討します。 

▼商業施設との連携事例（美祢市） 

 

 

 

 

 

実施主体 日置市、交通事業者、商業施設や医療機関等の関連事業所・施設 

実施時期 平成 29 年度検討 平成 30 年度以降実施 
 



 

 

⑳ 地域組

現  状 

事業内容 

実施主体 

実施時期 

 
 
 
 

組織の運営支

◆地域内

す。 

◆市民ア

住民が少

は住民

/伊集院

●全域で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日置市、

平成 29 年

西宇部

支援 

の移動を担

ンケート調査

少々負担して

であることを

院)」という意

地域内交通の

交通事業者、

年度検討 平

 

校区コミュ

う地域内交通

査では「団地

てでも残して

を自覚しバス

意見が挙げら

の運行改善、

▼地域運

、市民 

平成 30 年度以

ニティタクシ

通を維持・確

地にとって公

てほしい。例

スなど交通機

られました。
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５ 事業スケジュール 

 
基本 
⽅針 ⽬標 事業 実施主体 

実施スケジュール 
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

１.市⺠の安⼼・安全と交流を⽀える公共交通網の形成 

 

(1)「住んでよし ひおき」 

 

①本市内の⾼校への通学環境向上、地域内の交流
促進に資する広域幹線・市内幹線の充実 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②市外の⾼校への通学・企業への通勤環境向上に資
する広域幹線の充実 

⽇置市、関係市、 
交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③空港アクセスの維持 ⽇置市、交通事業者 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

④交通結節点における乗継環境・待合環境整備 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑤公共交通機関間の乗継改善 交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

(2)「ふれあい あふれるまち ひおき」 

 

⑥地域ニーズへの対応、交通空⽩地域削減に資する
地域内交通の⾒直し ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑦地域内交通への買物代⾏、⾒守り代⾏等の旅客
輸送以外の機能追加の検討 

⽇置市、交通事業者、
関連事業所・施設 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑧交通空⽩地域における地域との協働による新たな
移動⼿段の導⼊検討 

⽇置市、交通事業者、
市⺠ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

⑨バス停の待合環境の整備 ⽇置市、交通事業者、
市⺠ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

２.来訪者が円滑に移動できる環境づくり 

 

(3)「訪ねてよし ひおき」 

 

⑩鉄道駅発の観光タクシー事業 ⽇置市、交通事業者、
関連事業所・団体 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑪温泉、史跡、物産館等へのアクセス⼿段に関する情
報提供 

⽇置市、交通事業者、
関連施設・団体 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑫周遊促進策の検討 ⽇置市、交通事業者、
関連事業所・団体 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

３.多様な関係主体の連携・協働による「公共交通関する意識改⾰」の実⾏ 

 

(4)公共交通の認知度向上 

 

⑬公共交通マップ・総合時刻表の作成・配布 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑭乗換検索できる環境の構築 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑮交通結節点における案内情報の提供 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑯公共交通に関するイベントの開催 ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
(5)地域で公共交通を守り・育てる意識の醸成 

 

⑰ターゲットを絞ったモビリティ・マネジメント ⽇置市、交通事業者 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑱公共交通の乗り⽅教室の開催 ⽇置市、交通事業者、
市⺠ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑲商業施設等との連携策の検討 ⽇置市、交通事業者、
関連事業所・施設 ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑳地域組織の運営⽀援 ⽇置市、交通事業者、
市⺠ ▶ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

 

▶ ：検討期間

⇒ ：実施期間
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VI. 計画の達成状況の評価 

１ 数値目標 

計画全体の数値目標 

 
評価指標① 公共交通に関する満足度 

現状値（ 13.7％ ）⇒目標値（ 25.0 ％） 
 
・現状は、平成 28 年市民アンケート調査の『総合的な公共交通のサービス内容』

に対する「満足」「やや満足」との回答率 
 

指標の選定理由 各種事業の実施により公共交通の満足度を高めることができているか把握する

ため 
目標の設定理由 「4 人に１人が満足している」という状況を目標に設定 
データ取得方法 アンケート調査 

評価時期 平成 33 年度 
 
基本方針１．市民の安心・安全と交流を支える公共交通網の形成 

 
基本目標（1） 「住んでよし ひおき」 

評価指標① 交通結節点の環境改善数 

現状値（ ― 箇所）⇒目標値（ ４ 箇所） 
 

指標の選定理由 高校への通学、企業への通勤などに利用する交通結節点の利用環境の改善の進

捗を確認するため 

目標の設定理由 地域の主要な交通結節点である伊集院駅、湯之元駅、日置バス停、伊作バス停

の環境整備することを目標に設定 

データ取得方法 交通事業者等への聞取り調査 

評価時期 毎年度 

評価指標② 鉄道・路線バスとコミュニティバスの接続環境に対する満足度 

現状値（ 16.5 ％）⇒目標値（ 25.0 ％） 
 
・現状は、平成 28 年市民アンケート調査の『（バスとバス、鉄道とバスとの）

乗り換えについて』に対する「満足」「やや満足」との回答率 
 

指標の選定理由 公共交通機関間の乗継利便性を確認するため 

目標値の設定理由 「4 人に１人が満足している」という状況を目標に設定 

データ取得方法 アンケート調査 

評価時期 平成 33 年度 
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基本目標（２） 「ふれあいあふれるまち ひおき」 

評価指標① 地域内交通（コミュニティバス、乗合タクシー、新たな移動手段）の利用者数 

現状値（ 47,171 人/年）⇒目標値（ 63,000 人/年） 
 

 現状 Ｈ33 目標 Ｈ37 目標 

コミュニティバス 36,775 人 50,000 人 60,000 人

乗合タクシー 10,396 人 13,000 人 15,000 人

合計 47,171 人 63,000 人 75,000 人

 
※現状値は平成 27 年度実績 
※平成 37 年度目標値は第２次日置市総合計画目標値 
 

指標の選定理由 地域内交通が機能しているか確認するため 

目標値の設定理由 第２次日置市総合計画に基づき、目標値を設定 

データ取得方法 交通事業者から提出されたデータをもとに市が把握 

評価時期 平成 33 年度 

評価指標② 公共交通不便地域の人口比率 

現状値（ 18.7％）⇒目標値（ 14.5％） 
 

指標の選定理由 公共交通不便地域の削減の進捗を確認するため 

目標値の設定理由 乗合タクシーの運行範囲拡大による効果見込み 4.2％削減をもとに、目標値を設

定 

データ取得方法 地理情報システムを活用して把握 

評価時期 毎年度 

評価指標③ バス停の利用環境の改善数 

現状値（ ― 箇所/年）⇒目標値（ 10 箇所/年） 
 
 

指標の選定理由 地域内の移動で利用するバス停の利用環境の改善の進捗を確認するため 

目標値の設定理由 コミュニティバス停留所 192 カ所のうち 5 年間で 4 分の 1 の改善を行うことを目

標に設定 

データ取得方法 市民、交通事業者等への聞取り調査 

評価時期 毎年度 
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基本方針２．来訪者が円滑に移動できる環境づくり 

 
基本目標（３） 「訪ねてよし ひおき」 

評価指標① 観光地・観光施設等来訪者数 

現状値（ 227 万人/年）⇒目標値（ 234 万人/年） 
 

 現状 Ｈ33 目標 Ｈ37 目標 

観光地・観光施設

等来訪者数 
227 万人 234 万人 240 万人

※現状値は平成 27 年実績 
※平成 37 年度目標値は第２次日置市総合計画の目標値 

指標の選定理由 路線バス、観光タクシー等の公共交通のネットワーク改善、情報提供が観光振

興に与える効果を確認するため 

目標値の設定理由 第２次市日置総合計画の目標値をもとに設定 

データ取得方法 統計データを活用 

評価時期 平成 33 年度 

評価指標② 観光タクシー等の観光二次交通の利用者数 

現状値（ 25 人/年）⇒目標値（ 50 人/年） 
 
・現状値は、平成 28 年度利用実績見込み 
 

指標の選定理由 観光タクシー等の観光二次交通が機能しているか確認するため 

目標値の設定理由 平成 28 年度運行（割引制度あり）の利用実績見込みをもとに目標値を設定 

データ取得方法 交通事業者から提出されたデータをもとに市が把握 

評価時期 平成 33 年度 
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基本方針３．多様な関係主体の連携・協働による「公共交通に関する意識改革」の実行 

 
基本目標（４） 公共交通の認知度向上 

評価指標① 時刻表や路線図のわかりやすさに関する不満足度（不満率） 

現状値（ 25.2％ ）⇒目標値（ 10.0 ％） 
 
・現状値は、市民アンケート調査の『時刻表や路線図のわかりやすさ』に対す

る「不満」「やや不満」の回答率 
 

指標の選定理由 市民の公共交通の認知度、利用方法の理解度を確認するため 

目標値の設定理由 「不満をもつ人が 10 人に１人」という状況を目標に設定 

データ取得方法 アンケート調査 

評価時期 平成 33 年度 
 
基本目標（５） 地域で公共交通を守り・育てる意識の醸成 

評価指標① モビリティ・マネジメント（乗り方教室、公共交通出前講座）の取組数 

現状値（ ２回/年）⇒目標値（ 10 回/年） 
 

指標の選定理由 公共交通の利用意識を喚起する取組状況を確認するため 

目標値の設定理由 市内 26 地区公民館において５年間に各地区館当たり２回程度取り組むことを目

標に設定 

データ取得方法 市が把握 

評価時期 毎年度 

評価指標② 地域内交通の運営組織数 

現状値（ １ 組織）⇒目標値（ ５ 組織） 
 

指標の選定理由 市民が地域で公共交通を守り・育てる意識を醸成する取組状況を確認するため 

目標値の設定理由 高齢化率 40％以上の 12 地区公民館のうち３分の１以上の取組を目標に設定 

データ取得方法 市が把握 

評価時期 平成 33 年度 
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評価時期 
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